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ぬ 思 考 に より [ 旅 に 出 て いる ] 彼 が 家 を 離れ て 旅 に 出 て いな いと いう こと に な る 」 
と その 問題 に 関し て 言っ た 。 そ こ で この 当 人 (Yajnavalkya) に 「[Janaka は | 歌い 
か けた Gg み gzggz : つ 注 56), 「 も し 彼 が [ 家 か ら ] 境 く へ と 去り , そし て その 地 で 
うっ か り し て いる (Agnihotra を 失念 し て いる ) 場合 に は , どこ に 彼 の その 献 供 は 
献じ られ た の で ある か , 彼 の 家 ( 注 46) に お いて [留守 居 の 人 々 が 諸 祭 火 に ] 献じ 
て いる [その 献 供 ] は 」 と 。 そ こ で V 絡 asaneya ( 注 57) は 言っ た , 「 諸 存在 の 中 で 
[常に ] 目覚 め て いる (gg) 者 (m), その 者 Gm.) が , 旅 に 出 て いる 間 も , 
知っ て いる も の と し て , 知ら れ て いる Ge : 注 48)。 そ れ に 彼 の その 献 供 は 献じ 
られ た の で ある , 彼 の 家 ( 注 46) に お いて 「 留 守 居 の 人 々 が 諸 祭 火 に ] 献じ て いる 
[その 献 供 】 は 」 と 。「 気 息 (呼吸 ) で ある 」 と 言っ た 。 気 息 (呼吸 ) が 諸 存在 の 
_ 中 で [常に ] 目覚 め て いる の だ 。 ほ か な ら ぬ 気 息 (呼吸 ) に 彼 の その 献 供 は 献 供 さ 
れ た こと に な る 。【 結 論 】 それ ゆえ に [人々 は ]| 言っ て いる , 「 呼 吸 が Agnihotra で 
ある 」 と 。 和 気 息 に より 呼吸 し て いる まさ に その 限り , Agnihotra を 獣 供し て いる こ 
と に な る の で ある か ら 。 


SB-K TI 1.4, 4 


【 問 答 歌 】722 4 め y gs の 5 が 576XZ ヵ ./ 7 sy7 yiZp27 pr2Vy2 が か 8727777 g776 の yo か. / 
娘娘 2 sv の gyyg yg 万 7 が s の 727o ge7 め 7 太 . yO 放 yzs7 が o の yes7 56 YY 
7 の sg7 Ye. 故 が 2 729 gyyg 2yyg77 太 放 2 5 の 77727O gg7 の が 7 万 . 店 2 7 の sg7D の 727e の gy の な 
yG7 56 772 Pg76 の 6 故 7 p7G72 の の 77。 2777 5 の 9yg 2 が 7 g77e yg の 7 gsyg 放 が yg777 な . 
yo g7g の yzey/ PP rg が 7 YO の め Ag が . 7257777 525yg 472 が 7 2472 yg の 7 yyg 
放 pg77 が . 放 7 p727 の evg7272 の 7 が 7 po な. 【 結 論 】 故 gz27 2 2747, 7 の 7 egg7z7707 の 7 

太 . 4/ 

【 問 答 歌 】 そ れ (対話 の 内 容 つ 4.2.) に つい て 更に , 次 の 歌 (Sloka sg.) が ある 。 

「 一 体 何 を 知っ て いて , Agnihotra を 祭 主 と し て 行っ て いる 者 (42sgzo ヵ 7 娘 -) は 家 か 
ら ( 注 46) 旅立つ の か : 一 体 ど の よう な の か , 彼 の Kavi (詩人 一 注 47) た る 能力 
は : どの よう に [旅行 中 の 彼 は 家 に 残さ れ た 」] 諸 祭 火 と 結び つい て いる の か 」 と 。 

「 諸 存在 の 中 で 最も 速い 者 (m.), その 者 Gm.) が , 旅 に 出 て いる 間 も , 知っ て い 
る も の (m.) と し て , 知ら れ て いる (〈① 記 e.: 注 487。 その よう で ある , その 場合 , 
彼 の Kavi (詩人 一 注 47) た る 能力 は : その よう に し て ., [旅行 中 の 彼 は 家 に 残さ れ 
た ] 諸 祭 火 と 結び つい て いる 」。 そ の 場合 , 他 な ら ぬ 思考 に より 最終 的 に [結び つ 
いて いる ] こと に な る 。「 も し 役 が | 家 か ら 」 逮 ぐ へ と 去り ,。 そし て その 好 で ブッ っ 
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か り し て いる (Agmnihotra を 失念 し て いる ) 場合 に は , どこ に 彼 の その 献 供 は 献じ 
られ た の で ある か , 彼 の 家 ( 注 46) に お いて [留守 居 の 人 々 が 諸 祭 火 に ] 献じ て い 
る [その 責 供 ] は 」 と 。「 諸 存在 の 中 で [常に ] 目覚 め て いる (sz) 者 (m.), 
すべ て の 諸 形 態 を 支え て きた Gpf. 45p72 ヵ : 注 49) 者 (m.), それ に 彼 の その 献 供 
は 献 じ ら れ た の で ある , 彼 の 家 ( 注 46) に お いて [留守 居 の 人 々 が 諸 祭 火 に ] 献じ 
て いる [その 責 供 ] は 」 と 。 そ の 場合 , 他 な ら ぬ 気 息 (呼吸 ) に この (問題 の ) 献 
供 を [人 々 は ] 献じ て いる こと に な る 。【 結 論 】 それ 故に [人 々 は ] 言っ て いる , 「 呼 
吸 こ そ が Agnihotrra で ある ( 気 息 が Agnihora を 支配 ・ 管 轄 する 一 注 19) 」 と 。 
SB-K 冒頭 で は 4 Sloka が 1 Sloka (単数 ) と し て 言及 され る 。JB で は Sloka 
の 語 が 現れ ず , 先行 する 対話 の 続き と され , 「 そ こ で この 当 人 (Yajaavalkya) 
に Janaka は 歌い か けた 」 と 言う 文 が 二 度 , 各 問 答 の 冒頭 に 現れ る 。 更に , Janaka 
の 相手 が Yajmavalkya で は な く Vajasaneya と 呼ば れる の も 奇妙 で ある (VadhAny 
に お ける 呼び 方 と 共通 する 一 6.2.)。 
Sloka 自体 は ほとん ど 差 異 が な い : 最終 詩 節 で SB-M 訪 z: に 対 し SB-K 
7 の 27 : JB で は 難 語 を 含む 第 4 詩 節 b の 替わり に 第 2 詩 節 b が 再び 現れ る 。 
SB-K の 結論 は SB-M と 同一 で ある が , JB で は 「 気 息 に より 呼吸 し て いる ま 
さ に その 限り , Agnihotra を 献 供し て いる こと に な る の で ある か ら 。」 と いう 一 
文 が 加わ り , 気 息 ・ 呼 吸 ⑰zzz2-) 中 心 の 思想 が より 明確 に 主張 され る 。 


4.6.【 導 入部 】SB-M X| 3.1.1 一 8 

ye gg yg 272sygg7477O7 の 972g7277o77. / 42 ev の vg が 9 の. 7 の 227 7 の 23 cg 2 cg 
S7272772 6V の 5 の 7 7 の eV の . 725727 5 が 7 の 29 7 の 2 VO75 の 7 CO 7 の 727o77 C の の が 2 の 7 72/ 6D の 
gg が の 5 のか の の 72 の yg が. /1/ 
1) 言葉 な の だ , つま り , この (周知 の : gyyz%) Agnihotra 用 乳牛 (2gz 訪 o7 た ) 
は : 仔 生 は 思考 に 他 な ら な い 。 そ の 場合 . この 思考 と 言葉 と は まさ し く 同 一 で あり 
な が ら , 別 様 で ある か の 如く で ある 。 そ われ 故 に 同一 の 縄 に より 仔牛 と 母 [ 牛 ] と を 
結び つけ る 。 他 な ら ぬ 光熱 力 G@zs-) が 「 信 じ る 思い 」 で ある 。 バ ター (④y-) 
が 「 真 に 実在 する も の (真実 )」 で ある 。 

導入 部 は 短い が , 難解 で ある 。 当該 テキ スト (SB-M 第 11 巻 ) は ブラ ー フ マ 


oo Cf. DErLBsstck 219ff. eg2Z “dieses Bekannte hier * 
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ナ 文 献 末期 に 属し , 長い 歴史 を 持ち 複雑 な 議論 を 発展 させ た 伝統 的 祭 式 解 釈 を 
継承 し な が ら , 2 

Agnihotra 論 の 特徴 の 一 つ は 「( 男 女 の ) 対 mithuna-」 と いう 概念 の 貫徹 で あ 
る (2.3.)。 こ の 導入 部 に お いて も 複数 の 対 概念 が 組み 合わ され , 「 言 葉 」:「 思 
考 」 ニ 「 母 生 」: 「 仔 和牛 」,「 信 」: 「 真 実 」「 光 部 力 」:「 バ ター」 と いう 説 が 述べ ら 
れる 。 | 

Agnihotra の 献 供 が 一 対 で あり , 先ず 祭 詞 と と も に , すなわち 言葉 に より 献 
供 さ れ , 次 に 沈黙 し て . すなわち 思考 に より 机 供 され る (22.2.) こと か ら , 
両 上 献 供 の 関係 お よび 言葉 と 思考 の 関係 が 活発 に 論議 され る 。Agnihotra に 限ら 
ず , 言葉 と 思考 は 祭 式 を 成り 立た せる 必須 条件 で あり , その 優劣 論 が TB と SB- 
K に は 反映 され て いる (つつ 4.7., 注 77)。 

導入 部 に 続く 対話 は 「Agnihotrra と は 何 か 」「 和 牛乳 で ある 」 と いう 問答 で 始ま 

る 。 和 牛乳 は , 毎回 , Agnihotra 用 の 乳牛 (2gz 廊 op) に 仔 生 を あて が い 乳 が 出 
る 状態 に し て か ら 搾 乳 す る (2.2.)。 乳 和牛 と 仔牛 の 存在 が Agnihotra の 前 提 条 


件 で あり , Agnihotra を 母 生 に 繋ぎ 搾乳 する こと か ら 始 まる (一 4.7., 6.2.) 。 


それ 改 に , 導入 部 冒頭 に お いて Agnihotri と 仔牛 が 主題 と され る と 考え られ る 。 
『 母 和牛 は 仔牛 が 近づい て 初め て 乳 を 出す 
状態 に な り , また 一 日 に 出す 乳 量 も 少な い 。 仔 和牛 が 母 邊 の 乳 を 飲み 尽く さ な い 
こ , 誕生 後 10 夜 を 過ぎ る と 仔牛 は 母 生 か ら sgzegv4- 「 挫 乳 の た め の 和 牛 集 
め の 時 刻 (本 来 は 早朝 )」 以 降 は 隔離 され る “*。 仔 和牛 を 思い な が ら 鳴 き 声 を 上 げ 
て 探し 求め る 母 牛 が Agnihotra と 関係 の 深い Pravargya (一 2.3., 注 17) の 擁 乳 
場面 で 歌わ れ て いる ・: 
RVI164.27ab zog77 Vs の 777 Ds7722771 vg7s72 7C72777 752 の yg の 7 | 
ヒン と いう 音 を 出し つつ , 財 達 の 中 の 財 の 主 で ある [良く 乳 を 出す 乳牛 : 26a sp- 
gzg727 の ez] が 思考 に より 仔牛 を 探し 求め つつ 来 た "。 
仔牛 を 思い 鳴き 声 を 上 げ る 母 和牛 の 情景 か ら , 「 仔 和牛 が 母 邊 の 思考 (内 容 ・ 対 象 ) 
で あり , 母 邊 が 鳴き 声 ,」 すなわち 言葉 で ある "」 と 発想 され た 可能 性 が ある 。 


59 この 風習 の 起源 神話 が TB II 1.1.3 [Agnihotra] に 語ら れる 。 

60 この 讃歌 (「 謎 の 歌 」) と Srautasatra に 規定 され る Pravargya と の 関係 に つい て は , 
Cf. Houpen, The Ritual Pragmatic of a Vedic Hymn", JAOS 120.4, 2000, 502f. 

61 言葉 と gsz 妨 oz7z-. と の 等 置 は 言葉 と 女神 Sarasvati (Sarasvati 河 の 神格 化 ) と の 等 置 
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更に , 「 祭 詞 」 は 言葉 で あり 「 信 じ る 思い 」 は 思考 で ある か ら (一 4.3.), 「 仔 
生 ー 思 考 」 と 「 母 牛 三 言葉 」 を 繋ぐ 行為 は , 対話 に お ける 解決 策 「 信 じ る 思い 
に 祭 詞 と いう 真実 を 献 ず る (唱え か ける ))」 M 和 0 

信じる 思い 」 272- が 「 光 熱 力 」 72jzsy- で あり ,「 真 実 」 szp2- が 「 バ ター」 
が yg- で ある と いう 導入 部 末尾 の 記述 は , 一 見 , 唐突 で 奇異 な 印象 を 与え る が , 
逆説 的 な 表現 で 対話 末尾 に お ける Yajiavalkya の 謎 めい た 最終 返答 「 真 実 が 信 
じ る 思い に まさ し く 献 供 さ れ た 」 の 種明かし を し て いる 。 

7 の g5- は 語根 ze7 (ze 娘 - の 「 鐘 く する 」 か ら 形 成 さ れ た 名 詞 「 鋭 さ 」 で , 特に 
移 熱 し た 火 ・ 太 陽 の 放射 する 刺す よう に 鋭い 「 光 熱 ( 力 )」, 人 の 発する 「( 生 
来 の ) 威光 」 を 意味 する 。 火 , 特に Ahavaniya 祭 火 と 等 置 さ れる 。 

祭 式 終了 時 に は 7@o sz 「 君 は 光熱 力 で ある 」\ と いう マン トラ が Ahavaniya 祭 
火 に 唱え られ る 。 Maitrayaniya 派 と Katha 派 で は , 新 満月 祭 終了 時 の Vsnukrama 
に 続く Agnyupasthana に この マン トラ が 用 いら れる ・: 

MSnT 4.2 : 48.17f. [Yajamana]7 27o 57. s2772 272 の 7 の 放 2. s677 7 が の 7 の の 7 の 7 の . S の 7 977 


57 の 77777. y の 7 22 の P の 5 の V. 


と 比較 され る : KSP XXXII 1:19.8E [Yajamana] “gzzsyg の gy 277 の eygy の yo な VC の 

772 の y277 の 56 の yg の 7 "(KS V 1:44.11f ) 訪 . 2 gz sg7gsYg77 2c の yg772 の yg72 の Vg777272 の 7 と. 

「Sarasvati の 神祭 り に より 私 は 言葉 と 食物 へ と [言葉 と 食物 と を 豊か に 持つ 状態 

上 OR の HRSS 栄え た い 」 と [唱え る ]。Sarasvati は 言葉 な の だ 。 他 な ら ぬ 
に より 食物 を 自分 の た め に 囲い 込む 事 に な る 。 

62 sz は AV 7.89.4 に 初出 : 7o yy ezsy2 s2 が 7 Zs7 se が syg / 727O 57 /o の 
の ez//「 君 は 燃え 上 が ら せ る た め の 尊 き 木 gz- Gm.) /227gs- (nt) だ 。 私 が 栄え る 
よう に 。 君 は 完全 に 燃え 上 が ら せ る た め に くべ 足す 禁 き 木 szz ヵ - だ 。 私 が 完全 に 
栄え る よう に 。 君 は 光熱 力 で ある 。 光熱 力 を 私 に 置き 定め よ 」~ TSI 4.45,3(k) = 
TSP VI6.3.5 (ソー マ 祭 終了 時 一 注 66) : cd 三 KSr V 5:48,1 三 KS XXXTII 5:23.15 ( 新 
ーー 祭 終 了 時 一 注 65)。 更 に AV XIX 31.12c [Ahavanrya 祭 火 ま た は gp7sekg され た 

に 対し て | 7 の 2 7 767o 27 の 727oy2 の 7 参照 。 


63 間 MS 散文 (っ 注 64) で 述べ られ て いる 理由 (「 子 孫 も 家畜 達 も 見 捨て て 太 
陽光 へ と 行く 」) か ら , 他 派 で は マン トラ が 変更 され て いる 。 ' 
64 MSPT4.7:55.5-8 ILYajamana] 7 が の 5 og. 7 の /o か 9g7 太 . 52 v67 太 が 4 pr 放 婦 cg 


pg32725 Cg SV の 7 6 が . y2 の 272 “y277 の 527 77 の ア . 9 の 72 7 の 2 72 婦 . s272 772 の 97 の 太 廊 . y の 7 
9 2 人 47 生還 7 病人 cg7v の の 955 CO P7 の が が 7 の か. 「 君 は 光熱 力 で ある 」 と [ 祭 
主 は Ahavaniya 祭 火 に ] 言う 。 火 は 光 圭 力 で ある か ら 。 彼 [その よう に 言っ た 祭 主 ] 
は 子 格 も 家畜 達 も 見 捨て て 太陽 光 へ と 行く (一 6.6.)。 も し 「 私 は 子孫 と 共に 。 子 孫 
は 私 と 共に 。 私 は 家畜 達 と 共に 。 家 畜 達 は 私 と 共に 」 と 言う な ら ば , [その よう に 
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君 は 光熱 力 で ある 。 私 は 子孫 と 共に 。 系 は 私 と 共に 。 私 は 家畜 達 と 共に 。 家畜 達 
は 私 と 共に 。 


KSm V 5 : 48.1-4 [Yajamana] ze7o 2 7gjo gy の ez ( 王 AV 7.89.4cd つ 注 62). sz 
ZZ77 7 の 2 5 の 7 の の の 72 太 . 
君 は 光熱 力 で ある 。 光熱 力 を 私 に 置き 定め よ (作り 出せ )。 
Taitiriya 派 で は ソー マ 祭 終了 時 の 洒 浴 Avabhrtha の 後 , 栖 き 木 を くべ た 
Ahavaniya 祭 火 に 同様 の マン トラ を 唱え る 『。 

火 に 象徴 され る 72jas- 「 光 熱 力 」 は 水 の gs に 象徴 され る 鐘 z24Z72- 「 信 」 と 本 
来 は 対極 に ある 。 し か し 対話 で の Yaiaavalkya の 最終 返答 で zgZ72- が 
Ahavaniya 祭 火 の 代 奉 と され る こと か ら , 72zs- に 等 置 さ れ た と 推測 され る 。 

バタ ー の yg- も 火 と 同様 に js- に 等 置 さ れる : 例え ば VadhAnv の 導入 部 で 
は 7ejo vg の yg 「 バ ター が 光熱 力 な の だ 」 と 述べ られ る (>6.1., 6.3.)。 高 カロ 
リー の エネ ルギー 源 で ある 上 に , 献 供 の 前 に 加熱 され , 差し 水 さ れず , 極め て 
高温 と な る こと か ら , 72jzs- を 祭 主 に も た ら す と され る "(一 2.2.) 。 5727- : 
sg0 の - と 7 の 25- の yg- の 対比 か ら 鐘 2 が 2 が 7 の gy- な ら ば sgp2- は か 4- で ある 
と 類推 され た 可能 性 が ある 。 


言っ た 祭 主 は ] 子孫 に も 家畜 に も 安立 する : ManSrSi 4.3.14 szyyg7z gy2vr7 の yg AS 
に の の yg7 が 72 2 の の 7257727e. "7e g772pg72 ” 廊 g27 が pg の 77. 続い て 左 に 向い , 

は 光熱 力 で ある 」 と [言っ て ] Ahavanya に 敬意 を 表し て 傍ら に 立つ 。 ie 
ある 火 よ 」 と [言っ て ] Garhapatya に [敬意 を 表し て 傍ら に 立つ ]。 

65 KS XXXXTI 5:23.15-21 [Yajamanal eg7o 2. 767O Gy7 の 76777 万. 767O ev の 7727 の 2276. 77 
gg77 P7 の 7 の . Sg72 7 が Gy の /77e7. 7g7 の 7 eV の 7227 の 7g7e. .… | 君 は 光熱 力 で ある 。 光熱 
力 を 私 に 置き 定め よ (作り 出せ )」 と [| 祭 主 は 言う ]。 他 な ら ぬ 光熱 力 を 目 ら に 置き 
定め る (作り 出す ) 事 に な る 。「 私 は 子孫 と 共に 。 子 孫 は 私 と 共に 」 と [言う]。 他 
な ら ぬ 子孫 を 自ら に 置き 定め る (作り 出す ) 事 に な る 。 

66 TSP VI 6.3.5 .… 2go y 6977s777 が 7 が 272, yo777 の 72 ル の 2677 277225y7277 7 の の 9777. 7 の "5 が 
27O 7 の 7 77e727 27g, 7277 ev の 7 の 7 の 7g7e /75// 「 君 は sgz77- ( 火 を 完全 に 燃え 上 が ら 
せる た め に くべ 足す 尊 き 木 ) で ある 。 私 達 は 栄え た い (PL.) (以下 上 略 )」 と [ 祭 主 
は ] 言う (Sg.)。 他 な ら ぬ sg が - に より 火 に 挨拶 し つつ [ 祭 主 と 祭 官 達 は 」 敬意 
を 持っ て 近づく (xpe-7 PL)。「 君 は 光熱 力 で ある 。 光熱 力 を 私 に 定め お け 」 と [ 祭 
主 が ] 言う (Sg.)。 他 な ら ぬ 光 熱 力 を 自ら に 定め 置く (Sg.) こと に な る 。 他 派 で 


は 同様 の マン トラ が 祭 火 で は な く 林 き 木 に 対し て 唱え られ る (Cf. Cagna-Hny p.393ff. 


No.254) 。 
67 [Agnihotrra で の み ye- 柚 供 ] MS 1 8.3:118.10-17^ KS VI 3:52.10E : TB HI 1.5.5 
(VadqhAnv HL 13 引用 一 6.1.. 6.3.) : ApSS VI 15,9 : HirSS TH 7,114. 
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し か し ! バ ター めか ye- が 真実 zzp2- で ある 」 と いう 叙述 に は より 積極 的 な 意 
味 が 看 取 さ れる 。 対話 で は 「Agsnihotra (の 供物 ) と は 何 か 」 と いう 質問 に 対 
し , 牛乳, 米 ・ 麦 , 他 の 植物 , 水 が 指 示さ れ , 最後 に 「 真 実 szp4- が 献じ ら 
れ た 」 と 人 答え られ る 。 こ の 最後 の 答 を 引き 取り , 「 真 に 実在 する szp4-」 供 物 
は バタ ー で あり , 他 の 供物 は バタ ー の 変容 に 過ぎ な い " と いう 考え 方 を 示し て 
いる 。 

バタ ー の ye- は Veda 祭 式 の 供物 の 代表 で あり , Agnihora を 例外 と し て , バ 
ター 無し で は 祭 式 を 行え な い 。 祭 式 毎 に 定め られ た 主要 献 供 (パン ケー キ 
pog25@-。 動物 , ソー マ 等 ) の 前 後に , 繰り 返し バタ ー が (加熱 され て ) 献 
じ ら れ , また 顔 繁 に 他 の 供物 や 祭 式 用 具 に 振り か け (塗り 付け ) られ る 。 

_ 新 満月 祭 ( 尊 物 祭 の 基本 ) で バタ ー を 加熱 し 清め る 儀礼 で , Taitirrya 派 で 
は sgpg7z gs7「 君 は 真実 で ある 」 と 唱え て 祭 主 ( 祭 主 と 祭 官 ) が バタ ー を 見 る : 


BaudhSrSa IT 16 (Bd. CalandI86f) gg y の 72772972277 の 7 の 72 の Ve ん y の の の 7y の 72 997 y の か の 72 


g%7.… ( 王 TSmT6.1.1b9) 2 人 sye が . 

次 に 祭 主 に バタ ー を 見 つめ させ る , 「 君 は バタ ー で ある , 君 は 真実 で ある , .… [ そ 

の よう な 君 の ] 分 け 前 に あ づ か り た い (TSrI6, 1, 1b 一 注 69) 」 と [唱え て ]。 

ApSrSa II 6.6 ez gsz sg の ge ggdvo の go が 26 cg 加太 7 Y7Sya- 

27CC7V25 の 7 の の 7 の 772 の Ve ん se7e // 

「 君 は バタ ー で ある , きみ は 真実 で ある 。 (TSrI 6,1b… 注 69) 」 と [唱え て ] Adhvaryu 

祭 定 と 祭 主 と は 目 を 閉じ て か ら 目 を 開い て , 息 を 吐き 出さ ず に バタ ー を 見 つめ る 。 
他 派 マン トラ ” は 7%o 7「 君 は 光熱 力 で ある 」 に 始ま り sz ヵ g7z gs7「 君 は 真実 


68 バタ ー は 宇宙 を 循 舞 する 生命 エネ ルギー の 実体 と 見 な され る 。 火 に 献 供 さ れ た バ 
ター が 祭 火 に 運ば れ て 天界 に 至り , 雨 と し て 地上 に 戻り , 植物 を 茂 ら せ 牛 達 を 養い , 
再び 牛乳 か ら バ ター と な り 献 供 さ れる と いう 古く か ら の 思想 が 背景 に 存在 する (cf 
RV 1 164.47). ' 

69 TSmT6.11 (b) yg7z の 5 sg の 77 の 57」 sg の 25y2 の yg ん sg77 の 57。 7 の の 57 VSVg707 の 7 
Vg7SVgder277 2 の 27257457772 S の の の 72 .… が 5y の 77 97 S の が の S7 の の が の 7 の 57。 y の 0 の 727 
グ 1/ 47 。 sg の 257457277 の 57。 S の の 7 の ル 9 の 7 g727gyg777, 72yy9 7e の 7 ん sg / 君 は バタ ー で あ 
る 。 君 は 真実 で ある 。 真実 の 目撃 者 で ある 。 下 は 各 人 に 属し , yisye gy2 ヵ (一 注 20) 
に 属し , 清め られ た (性 的 ) 衝動 (sszz-) を 持ち , 真実 の 体力 (2zs-) を 持つ 供 
物 で ある 。.… 君 は バタ ー の 中 の バタ ー で ある 。 君 は 真実 の 中 の 真実 で ある 。 君 は 

真実 の 生命 力 で ある 。 君 は 真実 の 行動 意欲 (szszzg-) で ある 。 私 は 真実 を 君 に 注ぐ 。 

その よう な 君 の 分 け 前 に あ づ か り た い ( 君 を 享受 し た い , 食べ た い )。 
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で ある 」 を 欠く : SBI3.1.28 は マン トラ が 長 実 で ある (一 4.1.) と 解説 する : 
SB 1 3.1.28 [ 新 月 満月 祭 ] s2 Yeksge /7@7o 52777 5 の 7 が 7 の 77. Ss 65 の sg の eyg 
7 の 7 が の S. 727O 7 672C. CZ 人 7 の 7 427. 27777272 が 672 た …… 
彼 ( 祭 主 ) は [バター を] 見つめる, 「 君 は 光熱 力 で ある , 君 は 不死 で ある (VS 1 
31) 」 と [唱え て ] 。 そ の よう な この マン トラ は まさ し く 真 実 で ある (必ず 実現 する )。 
これ は 光 部 力 で ある か ら 。 これ は 白い 輝き で ある か ら 。 これ は 不死 で ある か ら 。.… 


4.7.【 導 入部 の 比較 : SB-M, SB-K と JB】 

JBT19 一 20 
Vgg Vg の eg7777. / 72yy7 7 6Vg DS. / 2 の V7 VCG72 の 77272 の 77e. / vg が 67 
V97 772727 の 7 777 が の 77e./ 727 2 7227 が 772727 7777. / 2 が 7 pgSC9 Vo ge67. 72577 の の 
V2 が 772 7DG72 YO7272776 の の 9C@ 722727Ve77. / 7 の 2y の 72 eV の 726777y 2 の の og727。 7 の 7 の 777. / 
7 の 7672 の 7 の P の ん Cg 7 の 7 の 5 C の の 7777776. / 7 ガリ の 7 75777 C の 7 の 727 の 772 Cg の 2 の 727. / 
言葉 が Agnihora 用 の 乳牛 な の だ 。 そ の 仔牛 は 思考 に 他 な ら な い 。 思考 を あて が わ 
れ た (pzgz2-② 言葉 を [人々 は ] 自分 の た め に 搾乳 する “の だ 。 仔 和牛 を あて が われ 
た 母 (和牛 ) を [人 々 は ] 自分 の た め に 搾乳 する の だ 。 そ の 場合 . この 思考 が 先 な の 
だ 。 そ れ (思考 一 注 72) を 追っ て (am 一 注 72), 後 か ら 言 葉 は 行く 。 そ れ 故 に , 先 


擬 
8 
人 
工 
1 
」 
1 


70 MSmi1.11 : 6.13 4 が o 7. 3 の 7 9 7 が 7 57 の 777272 957. の 75yg の ey の 7 97. 「 君 は 光熱 
カカ で ある 。 君 は 白い 輝き で ある 。 君 は 光 で ある 。 君 は 不死 で ある 。 君 は ysye 2eyg ヵ 
(一 注 20) に 属す る 物 で ある 。」 (cf. ManSrSa 1 2.5.17 4 sz が か の か 7 y72 が 972 の PeKsg 太 
が 7272 gg が vg.「 君 は 光熱 力 で ある 」 と [唱え て ] バタ ー を 祭 主 は 見 つめ る , 
浄化 され た も の で あれ , 浄化 され て いな いも の で あれ 。) ~ KSPI 10:5,14f. 王 KpSm 

L10 て VSI831 (cf.KatySrSa HI 9). 

71 Bd. OBRTEr p7g7 が 2 (V.1.p7g 刀 2) : Bd. RAGHu VmRA p72z ( 近 Mss. : 1 Ms. p7g 太 727 が 。 
他 は すべ て pzzz2) … 注 74. 

72 7g7 (一 ggs-) を gzg が 支配 する 。 Cf. Ed. OERrEr 72 め gsc2 (comp.) : RAGHu VrRA yg7 
pgscg ( 全 Mss. の : CALANDp yg7 pgsc の “Over en uit het Jaiminiya-Brahmana", 1914。 33 
ーWZKM 28, 1914, 62f. [OERrEr zesc2 を ygzpgsc2 "im dieser Weise .…” に 変更 ] (cf. 

_ Bopgwrrz 64 n.3). 異 読 yg7 は 関係 詞 で は な く , (e-⑦ の 現在 分 詞 で gzg ヵ を 修飾 し , 
後 統 文 ygsgz … ygz7g に 対応 する (cf. SB-K 対応 箇所 )。 

7 う Bd. OgRTEL eg の 7y. 

74 p7g72- (は prg- の 2 「 搾 乳 の た め に 仔牛 を 母 生 に 与え る , 近づけ る , あて が う 」 の 過 
去 分 詞 , 西村 直子 「 文 化 」64 一 1/2 (2000), 16 n.12 参照 。 一 2.2., 4.6. 

75 gg :A.「 搾 乳 す る 」 (act./med.) , B.「 乳 を 出す 」 (med.) 。 こ こ は A. の affective medium。 
Cf. Toshifumi Gore, Materialien (1991) 4. 2og み sg ん 2o ん 47 p.681ff., n.8, n.17. 
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に 行く 仔 生 を 追っ て (… 注 72), 後 か ら 母 ( 牛 ) が 行く 。 他 な ら ぬ 心 職 が , 搾乳 の 
際 の ( 牛 を 繋い で お く ) 柱 で あり , 気 息 が 縄 で ある “。 他 な ら ぬ 気 息 に より 言葉 と 
思考 と が 結び つけ られ て いる 。 縄 に より 仔 和牛 と 母 ( 和 牛 ) と を 結び つけ る の だ 。 
SB-K IT1.4.1-4 
V2g gg V2 e72yygg77o が yy み g77o77.。 の 72 eV の VO が 5 の . 275 の v の 7 Vc の 7 の py72 の 77 
の 7 が. 婦 s722 の vo が 5 の 7 の 722727270 7 の の yG777 の の 7227 が 72 の D 7 誌 2 7 か の の vg77 7 
pe%cg (V.1. 7 pg6cg7 ) vg 42ve が 7 礁 562 vos の 7 PD27V の の 72 D の 77277 P の SCg7 7 の 太 zpe が . グ 1/ 
の 7 の 2 の eV の 7 の 7 p7 の 67 の 7 7 が の 3 CV ん Cg の 777e. 7257727 7 ガル 2 DO が 5 の 7 CO 7 の 7 
cg の 777277. 7 の oyg772 6D の 6 の) の gdo7277. 7677 ey2 57 の 22 sg の の 72 の YO が 2. S の の 67 の 
zz6 op ん 2 の の 2 /2/ 
1) 斉 葉 な の だ , つま り , この (周知 の … 注 58) Agnihorra 用 の 乳牛 (2sz 廊 o77-) 
は : 仔牛 は 思考 に 他 な ら な い 。 思考 に より , 膨 ら 6 みつ つ あ る 言葉 を [人 々 は ] 絞り 
出す ( 捧 乳 する ) の だ 。 そ れ 政 に 仔牛 に より , ( 乳 で ) 膨 ら 6 みつ つ あ る 母 [和牛 ] を 
控 乳 する ( 注 75)。 そ の 場合 , 先 に 行き つつ ある 0⑩ : 注 72) この 思考 を 追っ て 
後 か ら 言 葉 が 行く の だ 。 そ れ 政 に , 先 に 行く 仔牛 を 追っ て , 後 か ら 母 (和牛 ) が 行く 。 
(2) 他 な ら ぬ 気候 が (仔牛 と 母 邊 と を 結び つけ る ) 縄 で ある ( 注 76)。 気 息 に より 
思考 と 言葉 と が 結び つけ られ て いる の で ある か ら 。 そ われ 故に , 縄 に より 仔 和牛 と 母 邊 
と を 結び つけ る 。 他 な ら ぬ 心臓 が , 搾乳 の 隊 の (和牛 を 繋い で お く ) 柱 で ある ( 注 76)。 
「 他 な ら ぬ 光 圭 が 信じ る 思い で ある : バタ ー ( ゐ ya-) が 真実 で ある 。 真 実に より こ 
れ ら の 諸 世 界 は 勝ち 取ら れる べき (⑦ め 2-) で ある か ら 。 

「 「 因 考 7222 の 5- で ある 仔牛 y27sg- と 言葉 ygc- で ある 母 和牛 2gz 廊 o77- を 縄 で 結び 
付け る 」 と いう 議論 は , SB-M, SB-K, JB の 3 ヴァ ー ジ ョ ン に 共通 する 。 

JB で は "| 思考 G ヵ 2zzs-) ニ 仔牛 で 28a-) が 先行 レ し, 言葉: て &z-) 封 牛 
(ggz 放 o7 た ) が 後 を 追う ) お よび 「 心 臓 が , 搾乳 の 際 の (和牛 を 繋い で お く ) 
柱 で あり , 気候 が 縄 で ある 。 他 な ら ぬ 気候 に より 言葉 と 思考 と が 結び つけ られ 
て いる 。」 と いう 議論 が 加わ る 。! 仔 和牛 三 思考 」 が 「 母 牛 三 言 葉 」 に 先行 する と 
いう 記述 は , 「 仔 牛 が 近づか な けれ ば 母 牛 が 乳 を 出さ な い 」 と いう 事実 を 踏ま 
えた 上 で , | 思考 (zzzs-) が 言葉 (2c-) に 優越 し 先行 する 」 と いう 有名 な 
ブラ ー フ マナ "を 前 提 と し て いる (一 4.6.)。 SB-M と -K に 共通 する gs- デ 


76 搾乳 時 の 柱 と 縄 に 関し て は 西村 直子 「 放 牧 と 敷き 草刈 り 」2006. 120 n.360 (KaySS 
XXVI 5.3 一 4 : SankhSS V 10) 参照 。 
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yg9772-, の yo- 王 sg の の 9- と いう 議論 は 姿 を 消し , pyz2z2- と いう テー マ が 導入 部 

を 統一 する 。 

SB-K は SB-M に 基づき な が ら JB 独自 の 「 気 息 」 要素 も 取り 込む 。 更 に 
ター が の yg- が 真実 で ある 』 こ と の 理由 と し て 『 真 実に より これ ら の 諸 世 界 は 勝 
ち 取 られ る べき jo- で ある か ら 。』 と いう み め y- の 語源 解釈 を 加え る 。 SB-K 
が SB-M と JB の 融合 形 を 更に 発展 させ た 段階 に ある こと を 示し て いる 。 


5 .【SB-M, SB-K, JB の 相互 関係 と 成立 過程 】 
1.【SB-M, SB-K, JB の 関係 】 
対話 に お ける 代替 の 供物 の 挙げ 方 , Janaka の 質問 の optative (SB-M7JB) 対 


conditionall (SB-K), Yajnavalkya の 最終 返答 に お ける キー ワー ド gzn4 (SB- 
M/-K) の 伝承 の 乱れ (JB), 対話 末尾 の Janaka 王 の 言葉 遣い , 褒美 の 和牛 の 数 の 


増加 (SB-M 百 頭 , B/SB-M 千 頭 ), Sloka の 扱い , Yajiaavalkya Vajasaneya の 
呼称 , 導入 部 の 拡大 と 変化 な ど , すべ て の 相違 点 が 言語 と 内 容 の 両面 で SB-M 
の 伝承 の 古 さと 正確 さ を 示 す 。 

SB-M で は , 導入 部 , 対話 , 問答 歌 の 3 部 分 が 独立 性 を 保ち , 気 ・ 呼 吸 2z2- 
を 万 物 の 中 核 と する 理論 が 導入 部 に 現れ な い 。 他方, 了 p で は 持 入 部 か ら 結論 
に 至る まで , 「 呼 吸 」 中 心 の 新 思 想 に より 明確 に 貫徹 され て いる 。 SB-K は SB- 
M を 継承 し つつ も JB の 影響 を 受け , 更に 発展 し た 段階 に 位置 する 。 


SB-M に SB-K 
TB 7 


5.2.【 構 成 要素 の 関係 】 導入 部 と 問答 歌 ・ 結 論 と は 相互 に 独立 し て いる が , ど 
ちら も 対話 の 内 容 を 前 所 と し て お り , 対話 が 全編 の 出発 点 で ある 。 伝 統 的 な 祭 
式 解 秋 の 延長 上 に 立っ て 対話 を 解説 する 導入 部 が 最初 に 対話 に 付け 加え られ , 

次 に 独立 し て 流布 し て いた 4 Sloka が 対話 に 結び 付け られ た と 推定 され る 。 本 


77 MS TV 6.4:84.2-7 [Agrayana] : TS HH 5,.11.4f.[ 新 月 満月 祭 ] : SB 1 4.5.8-12 [ 新 月 満 
月 祭 | .… s2 prg72pg7 が 7 272yG eV27V2Cg. 772722 eVg 2c C76yO. 7 の 2 の 5 の V の 7 ル の 7 
72zZ727gyg77 が 297 … … そこ で Prajapan は まさ し く 思 考 に 同意 し て 言っ た , 「 思 
考 こ そ が 君 (言葉 ) より も 優れ て いる 。 君 は 思考 に より 為 さ れ た 事 に 従っ て 為 し , 
従っ て 振る 舞う 者 で ある の だ 。.…」 と 。 
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来 起源 の 異な る Sloka の 再 解釈 に より 「 呼 吸 ・ 気 息 」 ヵ zz2- が Asnihotrra で あ 
る と いう 結論 が 導 か れる 。 

信じ る こと 」 gd22- は 思考 活動 Zzzs- に 属す る 。「 祭 詞 ys-」 は 言葉 
ygc- で あり , か つ 気 息 2z6- を 伴う 。 思 考 zzs-, 言葉 履 c-, 呼吸 yzp2- と 
いう 概念 を 介し て 対話 の 最終 返答 が 導入 部 お よび 問答 歌 ・ 結 論 に 繋が る 。 


5.3.【 第 一 段階 : 対話 の 原形 】 主人 公 が Vajasaneyin 派 の 創始 者 Yaimavalkya 
(Vjasaneya) と その 友人 Janaka 王 と され る こと か ら , 実際 に 彼ら の 対話 で あっ 
た か どう か は 別 と し て (ご 注 2), この 対話 の 原形 が 同 派 SB で 成立 し た こと は 
茸 い が な い 。 対 話 の 原点 は , 戦闘 や 遠征 の 際 , 朝夕 の Asnihotra の 供物 の 入手 
に 苦労 する 王族 階級 の 切実 な 問題 と 現実 的 な 解決 策 の 探求 で ある (一 3.)。 供 
物 の 代 共 の 間 答 の 背景 に は , 供物 の 代替 と 効果 に 関す る 古く か ら の 祭 式 議論 が 

存 任 する (一 2.2.) 。Janaka 王 の 現実 的 な 質問 に 対し , Yajiaavalkya の 教え る 「 ま 
さ し く 机 供 され た の だ , 真実 が . 信じ る 思い に 」 と いう 原初 の Agnihotra は , 

「Prajapati が 真実 で ある 視力 太陽 を 火 に 献 供し た 」 神 話 (MS/KS) と 「Manu 
が 水 (一 信 gg252-) に 乳 製品 を 献 供し た 」 神 話 を 融合 し 抽象 化し た 創作 と 思 


供物 の 代替 と 効果 の 議論 (MS/KS/TB) Prajapati 神話 (MS/KS) XManu 神話 (SE) 
go の 772 三 の gs (MS/KS/KpS/TS/TB) 


大 地 に 草木 の 無い 原初 状態 (SB HH 2.4.3) 


献 供 され た 


移動 中 の 王族 の Agnihotra 
供物 が な い 場 合 の 献 供 
供物 代替 (牛乳 一 植物 一 


Yajmavalkya の 返答 ( 神 
(47zyg72 れ 6) 」 
現実 の 対応 策 が zs- が srg22 が 2- に 


話 ) 「szp4- が ggg72- に 


水 ) 上 献 供 さ れる (唱え られ る )」 


SB HI 3.1.20 Sg の - 二 Y7725- 


対話 原型 : Janaka の 質問 と 供物 の 代 其 十 Yajamavalkya の 最終 返答 
神話 「sgp6- が 7g2262- に まさ し く 献 供 さ れ た (2zygzg る )」 
現実 の 解決 策 ys- が 鐘 z2272- に 献 供 され る (唱え られ る )」 


ed gdZ72- つの gygz7yg- 王 @/gy- (MS/KS/TS) 


ys- っ 6c-。 7 の 72- ng5- 97yg- ーsg の 2- (TS) 


導入 部 原形 : Zzzs- 三 v27sg- と 2c- 三 ggz 娘 o7 た を 結び 付け る : 97ggd72- 一 7@7g5-, so の の - 王 の yg- 
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「 究 極 の Asgnihotrra」 を 巡る Janaka 王 と Yajnmavalkya と の 対話 (193) 


われ る 。 地 上 に 何 も 無い 原初 の イメ ー ジ は SB TI 2.4.3 Prajapat 神話 の 影響 を 肪 
わせ る 。 SB I 3.1.30「 真 実 で ある 祭 詞 に より 献 供する 」 に 基づき , 「 自 分 の 『 信 
じ る 思い 』 に 『 真 実 で ある 祭 詞 』 を 唱え か ける 」 こ と が 現実 的 な 解決 策 と し て 
唆 され て いる と 推測 され る 。 


5.4.【 第 二 段 階 : 導入 部 の 結合 】 献 供 に 必須 の 「 言 葉 と 思考 」 の 対 が 供 物 の 挫 
乳 に 必須 の 「 母 牛 と 仔牛 」 の 対 と 等 置 さ れる 。「 言 葉 で ある 母 邊 と 思考 で ある 
仔牛 と を 縄 で 結び 付け る 」 こ と は 対話 で の 解決 策 「 真 実 で ある 祭 詞 (一 言葉 ) 
を 信じ る 思い (一 思考 ) に 献 ず る (唱え か ける )」 に 対応 する 。「 真 実 が 信じ る 
思い に 献じ られ た 」 と いう 対話 で の 返答 が 「 信 じ る 思い は 光熱 力 で あり , 真実 
は バタ ー で ある 」 と 解説 され る 。 


5.5.【 第 三 段 階 : Sloka の 結合 】 定 住地 を 離れ て , 祭 主 が 旅行 中 ・ 移 動 中 の 
Agnihotra の 問題 を 扱う と いう 共通 点 か ら , 対話 に 4 Sloka が 結合 する 。 


5.6.【 第 四 段 階 : Sloka 解釈 と 結論 】 第 2 Sloka を 思考 zzs- に より , 第 4 
Sloka を 気 息 yz2- に より 解説 する 。 gs- は 対話 の 解決 策 7z272- に , p722- 
は ys- 三 sg の @- に 対応 する 。 更に 「 貢 供する 」 と いう 動詞 に 対 し 1ocative の 
関係 に ある pz2z2- を , この 動詞 に 対し accusative の 関係 に ある Agnihotra と 等 
置 する 操作 に より , 「prana- が Agnihotra で ある (を 支配 ・ 管 轄 する )」 と いう 


結 敵 に 導く (つつ 4.4.)。 


対話 原形 : 供物 の 代替 十 「sgp2- 三 ys- が 57gd252- に 献 供 さ れ た ・ 献 供 さ れる (唱え られ る )」 


7207779- 


0 1・2 : 旅行 中 の Agnihotrin と 留 
宅 の 祭 火 を 訪 2zg5- が 結び 付け る 


Sloka 3・4 : 留守 宅 で の 献 供 は 
p72z@- (ご (oc.) 責 じ られ る 


結論 : pr2z6- が Agnihotra で ある (A を 支配 ・ 管 轄 する ) 


5.7.【 第 五 段階 : SB-K と JB で の 展開 】 対話 部 分 は ほとん ど 変 わら な い が , 
導入 部 や 問答 歌 ・ 結 論 が 発展 する 。JB の 導入 部 は Prana 中 心 思想 で 統合 され , 
の の 5- 王 7g の 72-, の yg- 王 yg の の - と いう 解説 が 消え る 一 方 , 「z2zgs- 三 仔牛 が 先 
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行 し yac- 三 母 牛 が 後続 する 」 説 お よび 「 仔 牛 と 母 生 を 結ぶ 縄 が 気候 で あり , 
縄 を 繋ぐ 柱 が 心臓 で ある 」 説 が 現れ る 。 前 者 は 「 思 考 manas- が 言葉 用 c- に 優 
越し 先行 する 」 と いう ブラ ー フ マナ に 基づく ( 注 77)。 SB-K は SB-M と の 

合 形 に が yg- の 語源 解 息 を 付け 加え る 。 

4 Sloka が SB-K で は 1 Siloka と され , JB で は Janaka と Viasaneya (Yajmavalkya 
で な い 事 に 注意 ) の 問答 に 改作 され る 。JB の 結論 に 「 呼 吸 し て いる 限り 
Agnihotra を 肖 供 し て いる こと に な る 」 と 言う 記述 が 加わ り , 也 版 は 最初 か ら 
最後 まで Prana 理論 に 貫徹 され る 。 


語源 解釈 


導入 部 : SB-Kー SB-M 十 JB 寺 yg- 
の 7 の 7 の - 72Y の - 


27gs- と y2c- の 優劣 (MS/TS/SB D 


JB : 2zgs- 三 v2 が sg- が 先行 し yac- 王 ge7 廊 o7 た 
が 後続 : y2rsg- と ggzo77 が 72 た 三 p の 26- で 結ば 
れ ee77- 王 婦 ggyg- に 繋が れる 


【 導 入部 原形 】 ヵ 2 ヵ gs- 王 v27rsg- と vgc- 三 ggz7 が op た を 縄 で 結ぶ : sy- 王 gg76-, の yg- 三 sg の - 


【 対 話 原形 】 供物 の 代替 : 献 供 さ れ た (47yz7gy2), sp の - 三 y27s- が 7ggg78- に 。 
JB zzyg7g yg 等 伝承 : JB・ SB-K 代替 供物 の 単純 化 : janaka の 質問 : SB-K cond. (一 SB-M/JB opt.) 


JB : Janaka と Vajasaneya の 問答 サー SB-M : 4 Sloka SB-K : 1 Sioka 


管轄 する ) 


【 結 論 原形 】 SB-M/-K : py2z2- が ーー で ある (A を 支配 ・ 


JB : 呼吸 し て いる 限り Agnihotra を 評 供 


【VadhAnv の 伝承 】VadhAnv は Taitiriya 派 ブ ラー フ マ ナ (TS 散文 ・TB) 
に 対し , その 支 派 た る Vadhala 派 の 立場 か ら 「 付 随 し て 説明 する , 補足 説明 す 
る (zz- な ん 7 」 文 献 と 理解 され る (6.3., 注 24, 注 81)。 当 該 箇所 は Agnihotra 
を 扱う VadhuAnv 第 2 巻 の 未 尾 か ら 2 番目 に 位置 する “。 


78 直前 の TI12 は Aruni と その 弟子 Kausitaki, Varkasirsni, Vajasaneya ( 三 Yajmavalkya) 
に よる Agnihotra 議論 で, SB-M 第 2 巻 ・ 第 11 巻 の Agnihora 論 , 特に Janaka 王 の 
五 火 説 (XI6.2) か ら の 強い 影響 が 看 取 さ れる 。VadhuAnv T 12 と 13 は , Vajasaneya 
を 償 場 さ せ , SB の 思想 を 下敷 と し た 上 で 否定 する と いう 点 で 共通 する 。 両 篇 が 
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「 究 極 の Agnihotrra」 を 巡る Janaka 士 と Yaavalkya と の 対話 (195) 


SB-M/-K/JB 版 に 対す る VadhuAnv の 特徴 は 以下 の よう に 纏め られ る ・: 


4 
as 


赤 


1 ) SB/JB に 特徴 的 な 問答 歌 (4 Sloka) の 引用 と 解説 を 欠く 。 
2 ) 全体 が 導入 部 と 対話 ・ 結 論 部 に 二分 され , 導入 部 の 比率 が 大 きい 。 導 
入部 の 結末 と 対話 の 結論 と が 対照 的 で ある 。 
3) Janaka 王 の 対話 相手 が 地 の 文 で は Vajasaneya (JB の 問答 歌 の 解説 と 
一 致 ), 会 話 の 中 で は 「Adhuvaryu 祭 官 」 と 呼ば れる 。 
4 ) 対話 後半 , 特に Vajasaneya の 教 説 と 結論 部 が SB/JB と 全く 異な る 。 
この 部 分 に は , 稀 な , 或いは 崩れ た 語形 が 出現 する (6.3.) : augm. 付 


き opt. gzyefz ( 注 93) , desid. subj. yyz2s27z ( 注 92) , gzyg7g yg ( 注 80), 


の の /7yyg7 ( 注 98)。 意 図 的 な 改作 に 伴う 造語 な いし 伝承 の 乱れ が 示唆 され 
ia 
5) 結論 と し て Vajasaneya の 教 説 を 否定 する 。 


Vadhala-AnvakhyanaT13 (HI10.1) : Ed. IkAsr (電子 版 2006) に 基づく “ 
【 導 入部 】 zz v2 2zv27p7. の 7 の の 7O 2d27 が の の 8977 が の か 2p7 の 7797 の Yo 罰 の 王 yZ 記 7277 


( 注 82) か . が yezg 727 7e725 ん 7 が 2499. 767O P の の 7. 7g7yyy yg の gyg7 が . soO7e7 の ( 注 


83) 77zgvg7cos の ん 27 の 5y. 77 の yg7c の 5 の 7 ( 注 84) 2 so7zo. prg72yg7C の sy ev 72yg7 が . 


pgygsg の 57 ん 277gyyg7 一 g7 の 7y eyg の gyg か が ( 注 88). 2po v2 2e77 が oO な 77. 727 7 2 の 7 eg 
747zy2. Osyg の 2yo 2 vg 2g777O が 7. 72 の 7 72745g の 7 の 77 erg /272y29. vg725 の の 72YO 7 の vg の 
の 857777O7 の 7. 727 7 2 V の 7 の 5 の の 7 の 7 が ev の 7 の 7 727 の 2472 の の 67777O77 の 7. 777 727 7 727 の 777277 
erg 22Yg7 727 の 747277O7229 Ce7 777 7 5Y29 O927672 の 77y2 の esg VO7 7 の 7 の 72 の 7 57272 の Y の の 
Ogg7g7O7z の 7. 77 の 797 の 72 た の 2527 の 7 77 の の 72 YO の の y の 5. SG YSYG 7 py の 7 が yg が (Ed. 
王 Mss. : 注 89) ss22 evg p72 放 2 pg5272 Gyo77 が de. 【 対 話 】 72zgo 72 yg2e7o 
7 の 0776YG77 の の の 7 の CC の yg7 7P の 77 の O PD の YO 7 の SVO7 ん た e728777O な 7 7 の の の. g の の 775 
5 の 779 の 7 の. の 772 Yo 2/O 7 の SyZ7 ん 67 の 7 の 6777O7 の 7 7 の 9 7 Os の 7 の 5 sg772 7 か. 7 の 
YO の osg の 2yO 7 の sy ん 2797 の 8777 の 7 の 7 7 の の 77. 795 の の 7 の 75 777 の の が の. g7 の 2 yg の 
の 7 の S の 72YO 7 の Sy7 ん 67 の 8777O7 の 7 7 の 2 の 7 が. S072 CO 5977 の 9 572 Ce の. 72 yg7 SC 
CgygC C の 7 5Y の 7 の 7 67 の 7 の 8777O7 の 7 27 の の 777. の 72 77 7OV の Cg-. 7 の 7772 eV の 2772Y の S@ 


( 注 90) 7 の VgVg が 2s7297 sg7D の S72 の 7 727277O7 の の 2g7 太 の な の 77 が が y の 2 の 6 の が". 72 の vvg 


VadhuAnvT (Agnihotra 論 ) 末尾 に 置か れ て いる 事 も 注目 され る 。 
Cf. CarANp, AcOr 4 (1926) 35, no.40 三 KI.Schr. 337: Bd. CmAupEy, Hoshiarpur 2001, 2.12. 
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62ggvo "ypp2 の sg が ( 注 92). sg vgz 2477 efyo yg5g7 の 67. sg 777 の 5 の 5 の 7 の 9. 婦 77 
ov2cg-, z の 7 が eV の 5977 の 7 gg797 SG の yg72 の 7276 礁 - ( 注 93), gz か 2 か e p72725. 727 7 7 
SGy7 7 の 2 2g77 の の 7 が 7 の 77 87 の ( 注 94) 2 の 7 sv27e7 か の. 6 が g 2 72727 My の 7 
SO の の 7 力 o7 が 5 sye ( 注 95) gz sv27e7 ( 注 96).【 結 論 】 zz ez 2 76 7 が 27 の 5 が 7 
Vf の yd7276. SG YO 6Vg 放 77 sv の 79 の 7 7 ん 72 の の 7sy97 ( 注 98) ヵ 2 p7g727 2 の 572 7 の y77 
77272 2 ん 772 の 7 の の Ge ん た se. 

【 導 入部 】 これ (直後 の 引用 ) に 付随 し て 『 [人 々 は ] 言っ て いる の だ 。 [以下 引用 : ] 

「 プ ラフ マン を 議論 する 者 達 は 言っ て いる , 『 諸 祭 式 は Asgnihotrra を 始ま り と する 。 
(Agnihora は 何 を 始ま り と する か 』 と 。『 仔 和牛 が Agnihotrra の 始ま りな の だ 。 
Agnihotraga が } 諸 祭 式 の [始まり で ある ]』 と 」"。「 バ ター (eg-) に より 【[ 祭 官 
は ] 療 供 すべ き で ある , 光熱 力 (威光 : gzs-) を 欲す る [ 祭 主 ] の [Asnihorra を ]。 
光熱 力 (威光 た な の だ , バタ ー は 。[ そ の 祭 主 は ] まさ し く 光 熱 力 (威光 ) に より 
特徴 づけ られ る 者 と な る 。 ソ ー マ % に より [ 祭 官 は 献 供 す べ き で ある ], プラ フ マ 
ン (実現 を 持つ 神聖 な 言葉 : nt. 4zgz-) の 効力 (zzvg7cgsg- を 望む [ 祭 
主 」 の [Asgnihora を ]。 ブ ラフ マン の 効力 な の だ , ソー マ は 。[ そ の 祭 主 は ] まさ 
し く ブ ラフ マン の 効力 に より 特徴 づけ られ る 者 と な る 。 和 牛乳 に より 家畜 を 欲す る [ 祭 
主 」 の [Agmnihora を 祭 官 は 献 供 すべ き で ある ]。 {これ が 家畜 達 の 姿 な の だ 。 他 な 
ら ぬ 次 に より 役 ( 祭 主 ) の た め に 家畜 達 を 錯 い 込む 事 に な る 。[ 祭 主 は ] まさ し く 


60 


61 


82 


8J 
84 


Ed. IkARr ( 三 Ki, k4) , Ed. Cmaupgy gzygfg pg (<g/zyg7e 十 pg)。 Bd. CALANp し 77774727// 入 27/ 
(<4zyge 十 pg). JB 伝承 yg7z yg と 共通 (一 注 39)。-ai- て -ai- に 関し て は 3. 

2. お よび 注 40 参 照 。 訪 に 関し て は 注 91, 注 96 参 照 。 

2g は 副詞 と 代名詞 の 両方 の 解釈 が 可能 で あり , 後者 の 場合 も 前 置 詞 Zzz に 支配 

され る acc. と も 動詞 2 の 直接 目的 語 と も 理解 で きる 。 直 後に TB か ら の 引用 が , 

次 に Vadhmla 派 独自 の 見 解 が 述べ られ る 構成 か ら , zz は zz に 支配 され , 直後 

に 引用 され る 諸 学 説 ( 注 89, 88) を 指し て いる と 考え られ る (6.,6.2.)。 


TB 1 1.5,1 2772V2 の 7 の vgd27 が 。 の 777 の 7 の 77 の yg yo が 2 : 太 7P7GyG777 の 572700 が の 7 


万 . VS の D2 gg727O7 の sy の 7 の 272. 967 太 の か の yg7 が 22977. 訳文 中 { } が 省略 部 分 。 

下記 TB ( 議 88) に は 無く , VadhAnvy に よる 挿入 。 往 100 参 照 。 

の 777722-Y の 7c の 5 の -, -Y の 7C の 57- の 前 肢 は zz2 ヵ - (m.) 「 バ ラモン , 祭 官 」 で は な く 
の zz- (nt.) 「 実 現 力 を 持つ 神聖 な 言葉 」 と 理解 され る : cf. AV XV 10.7-9 Zy2z v4 
4 677 の 7 の 99 の P 2 の の 7 sg が の 7 7/ 4 の 7 の 7 gg が 7 77yg7Cg57 の yg が 7 /S8 
ググ) pr7 が 7y72 の 725p2777 gg77 女 2 7 の yzg ve /97 この (地上 ) の 火 が , 他方 , 47zgp- 
(mt.) を 管轄 する Gdam-bhn/as 構文 一 注 19) の だ : あの ( 天 の ) 太陽 が 支配 権 を [ 管 
轄 する ]。 大地 を , Brhaspati を , 火 を , zz- [を 管轄 する 者 ] で ある と 知っ て 
いれ ば , 当 の 者 に 47zzgz- は 来る , [この 者 は ] 4zgz- の 効力 を 持つ 者 と な る 。 
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[究極 の Asgnihorra」 を 巡る Janaka 王 と Yajmavalkya と の 対話 (197) 


_ 家畜 に 富む 者 と な る 。 酸 乳 (2z2-) に より イン ドラ 的 能力 (みみ pg-) の を 望む [ 祭 


主 」 の [Agnihora を 献 供 す べ き で ある ]。 イ ンド ラ 的 能力 な の だ , 酸 乳 は 。 ま さ し 
く イ ンド ラ 的 能力 に より 特色 づけ られ る 者 に な る 。 穀物 食 Ozyagz- : つ 2.2., 注 6., 
注 10.) に より 人 間 集 団 (szzzz-)% を 望む [ 祭 主 ] の [Agnihotra を 献 供 す べ き で あ 
る ]。 植 物 な の だ , 人 間 達 は 。 他 な ら ぬ 分 け 前 の 分 配 に より , 彼 ( 祭 主 ) の た め 
に , (その 集団 内 で ) 共に 生ま れ た 人 々 (5g7g- 一 注 86) を 囲い 込む せこ と に な る 。} 

まさ し く 人 間 集 団 に より 特色 づけ られ る 者 (s72z-) ツ に な る 」W。 [以下 VadhAny 
の 見 解 : ] 水 達 が Agnihotra (の 供物 ) な の だ 。 そ こ で , 今 , つま り , 他 な ら ぬ 水 
達 に より 献 供 す べ き で ある 。 草 達 が , つま り , Agnihotra (の 供物 ) な の だ 。 そ こ 
で , また , つま り , 他 な ら ぬ 草 達 に より 献 供 す べ き で ある 。 木 々 が , つま り , Agnihotra 
(の 供物 ) な の だ 。 そ こ で , また , つま り , 他 な ら ぬ 木々 に より 献 供 すべ き で ある 。 
玄米 ・ 玄 麦 達 (zzgz/z-) が Agnihotra (の 供物 ) な の だ 。 そ こ で , 今 , つま り , 他 
な ら ぬ 玄米 ・ 玄 麦 達 に より 献 供 す べ き で ある 。 し か し も し 玄米 ・ 玄 麦 の 供 儀 が 無い 
場合 に は , ( 乳 ) 敵 (ogzzg-) に より 献 供 すべ き で ある 。( 乳 ) 端 の 供 儀 で あれ ば , 

これ は 諸 供 儀 の 中 で 最善 (szzg-) な の だ 。 こ れ は 子孫 達 の た め な の だ 。 和 牛乳 で 
あれ ば , これ は 家畜 達 の 姿 で ある 。 [ 祭 官 達 が ] つま り , ある 者 [ 祭 主 ] の [Agnihota 
を ] 牛乳 に より 献 供する yg plL)% な ら ば , 彼 ( 祭 主 ) は 子孫 と 家畜 達 と を ま 


さ し く 目の当たり に (生き て いる 間 に ) 自分 の た め に 囲い 込む こと に な る 。 【 対 語 】 


RV 以降 武勇 神 fndra の 「 戦 闘 能 力 」( な いし 性 的 能力 ) を 意味 する が , 次 第 に 視覚 
cg ん ss- を 代表 と する 「 知 覚 能 力 」 に 転化 し , 叙事詩 ・ 古 典 で は 後者 の 意味 に 固定 
する 。 ブ ラー フ マ ナ で の nmdra と 太陽 の 等 置 に より , 太陽 の 与え る 「 見 る 能力 」 則 
ち 「 視 覚 」 が 「mdra 的 能力 」 と な り , 知覚 能力 一 般 に 拡大 し た と 推測 され る 。 

「 放牧 地 を 求め て 家畜 ・ 家 財 と 共に 車両 で 移動 する 人 々 の 群 」 や 「 放 牧 地 や 家畜 等 
の 略奪 に 行く 戦士 集団 」 から 「 村 落 」 の 意味 に 転化 する : sg7zz- の 成員 は sg7272- 
と 呼ば れる (cf. RAu, Staat und Gesellschaft im alten Indien, 1957. 51 一 55)。 


g7g7 が 7- (は g727g- ( 注 86) の 代表 者 (バラ モン ・ 王 族 陸 級 ) で 行政 ・ 軍 事 官僚 gz27zgz7- 


(ヴァ イシ ャ 階級 ) と 区 別 さ れる (cf. RAn, aaO 56f.)。 

引用 の 最後 に 訪 を 欠く 。Soma に 関す る 部 分 (sozzezg .… の 7g7722y の 7Cgyy evg の gy が 7 : 
注 88, 注 104) 以外 は TB HI 1.5.5-6 と 一 致 : 5. み yezg 及 太 の 7 7272y ん 27 が syg. 767O Yg 
7y972. 7e725Yy eV の の 2v77. Py の 5 の pg の 52K27225y の 72 v27 PdSZ7 の 72 7 の 72、 7 の 67 の 7 の 5777 
97 の vg 7 の 7e. 6 . pgs7 の 7 ev の 72vg な の 2 の の 2427g5y9。 が の の 727 vg の 7 927 
72977 の yy evg の 2vg7. ygVgeyg 67 の 7 ん 27225yO7 が 62 の 2 vg7 7745y の 7 25g76ye77P の 97727 
2777777/ 太 74727477777//72 欄 4277272 人 722727 「 
Agmihotra は 祭 官 1 名 で 行う 。 動 詞 複数 形 は 祭 官 一 般 の 慣行 を 表す か 。Ed. CAranp に 
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(198) 阪本 (後藤 ) 純 子 


Videha の 長 Janaka は Vasaneya に 質問 し た (perf.) : 「 も し 今 , Aqhvaryu 祭 官 
よ , 牛乳 が 無けれ ば , 何 に より [人 は ] Agnihotra を 献 供 す べ き で あろ うか 」 と 。「 水 
達 に より , 大 王 よ 」 と [V は 答え た ]。「 そ れ で は 水 達 が 無けれ ば , 一 体 何 に より 
Agnihotra を 献 供 す べ き で あろ うか 」 と 。「 草 達 に より , 大 王 よ 」 と 。「 そ れ で は 草 
達 が 無けれ ば , 一 体 何 に より Agnihora を 献 供 す べ き で あろ うか 」 と 。「 木 々 に よ 
り , 大 王 よ 」 と 。「 そ れ で は 木々 が 無けれ ば , 何 に より Agnihotra を 献 供 す べ き で 
- あろ うか 」 と 。「 存 在 す る (gz-) [ 祭 詞 ys-] と に より ( 祭 詞 を 唱え て ), 大 王 よ , 
[か つま た 」 存在 し な い (se: ) [ 祭 詞 ys-] と に より (沈黙 し て )」 と 。「 そ れ 
で は 存在 する [ 祭 詞 ] (唱え られ る 祭 詞 ) も 存在 し な い [ 祭 詞 ] (沈黙 ) も 無けれ ば , 
一 体 何 に より Agnihora を 獣 供 す べ き で あろ うか 」 と 。 「 然 り (oz) 」 と [V は ] 言っ 
た , 「 ま さ し く 賢 す ぎる 者 と し て , 君 は 思っ て いる (zazygse)%。 この (地上 の 存 
寿 ) すべ て の 誕生 の まさ に ( ヾ av4) 以前 に , その 時 Agnihorra が まさ し く (eg) 献 
供 され た Gpf. gyegfg) の だ [と ]19」 と 。「 ま さ に (vav4) それ を , 先生 , 私 は 知 
り た いと 望む の で す (subj. desisd. Typ 訪 s277 の 」 と [T は 言っ た ]。「 そ の (よう に 
言う な ら ば , その : sg) [ 君 ] は それ で は (zz) この よう に も っ と 近く に すり 寄 
れ 」 と [V は 言っ た 」 。 そ の 彼 ① は ぴっ た り 近 くに すり 寄っ た 。 彼 に [V は ] 言っ 
た : 「 他 な ら ぬ 太陽 (2gye-) が , 大 王 よ , 火 に 夕 , 獣 供 さ れ た よう だ (と 伝え 
られ て いる : augment 付き opt. gzzyez の) 。 火 が 太陽 に 朝 。 そ こ で , 今 , つま り , 
グ , [人 は ] 献 供 すべ き で ある : 『 火 が 光 で ある , 光 を 火 に (gzagy)% [ 則 ち ] 太 


90 「 自 分 自身 を 賢者 を 超え た 者 と 思っ て いる 」 と 解 し , 次 の 文 「 こ れ ら … 献 供 さ れ 
た 」 か ら 切 り 離 す 事 も 可能 で ある が , 文脈 と 合致 し な い 。 

91 文末 廊 (重複 し な い ) は zzygse の 目的 文 と Vajasaneya の 発言 の 両方 を 指す (一 
注 96)。 | [ 

92 全 Mss.yz2zs2gz G の 3 連続 か ら の dissimilation) : CarAnp は yy 婦 2z に 訂正 。 TkAgr。 
Caausgy や 同様 : Bopgwrz, Agnihotra, 189 n.6 は ind. ys へ の 訂正 を 示唆 。desid. 
subj. yyz27sg77 は Chand Up I 11.1 と Nirukta H 8 で も 会 話 文 中 に 現れ る 。 欲求 の 客観 
的 敷 述 に は desid. ind. yz2s2zz で 十分 で ある が , 会 話 に お ける 主語 三 話 者 の 強い 
欲求 を 強調 する た め に , desid. と subj. の 重複 表現 が 口語 的 に 形成 され た と 推測 され 
る 。 堂山 『 リ グ ヴ ェ ー ダ に お ける 1 人 称 接続 法 の 研究 』64ff,. に よる と 主文 ・ 主 節 

( 非 迎 問 文 ) に お ける 1 人 称 接 続 法 は 「 一 方 的 発言 と し て の 意思 表明 」 な いし 「 見 
込み 」 を 表す が , ここ で は 「 話 し 相手 に 対す る 懇願 的 な 意思 表明 」 で ある 。Tcry, 
Der Konjunktv und seine Nachbarkategorien (2006) は desid. subj. に 触れ な い 。 

93 Bd. IkAsr ( 全 Mss.), Bd. ChAugy gzyefg : Ed. CArANp gzyg72 ( 注 : 97zye727). augm. 

付 ぎ opt. (一 6.4.。 注 101 一 104) は 過去 に 関す る 推測 な いし 伝聞 を 表す 。 
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[究極 の Agnihotrra」 を 巡る Janaka 王 と Yajmavalkya と の 対話 (199) 


陽 を (22ygz), sv272』 と [唱え つつ ]。 他方 , 朝 , 献 供 すべ き で ある : 『 太 陽 (@ 妨 ye- ) 


が 光 で ある , 光 を 太陽 に (Gye)“, [ 則 ち ] 火 を , swagj2』 と [唱え つつ ]」[ と ]。 


【 結 論 部 】 そ の よう に これ (eZ : 1 行う べき で は な い , ほか の 

[Agnihotrra] が 知ら れ て いる な ら ば 。[ そ の よう な Agnihotra を 行っ て ] 1 度 ( 
と 朝 で 一 組 ) で 天界 を 越え る な ら ば (psyz)"『, まさ し くそ の 者 は , 子孫 も 家畜 
も 寿命 も この世 も 再び 見 る こと は な いで あろ う ( ヵ 7zpgye ん se7 ) 。 


6.2.【 導 入部 】 本 編 は VaqhAnv に 特徴 的 形式 で 始ま る : zz vg gy27 「 こ 
れ (直後 の 引用 ) を 補足 し て [人 々 は 」| 言っ て いる の だ 。」 の 後に , TB から 
の 2 種類 の 引用 と VaqhuAnv 自身 の 見 解 が 述べ られ る 。 こ の よう な 叙述 形式 は 
Anvakhyana 「(Taittiriya 派 ブ ラー フフ マナ [TS 散文 ・TB] に 対し ) 付随 ・ 補 足 
する 説明 , 補完 的 解説 』」 と いう テキ スト の 名 称 と 一 致す る ( つ 6.。 

最初 の 引用 「 仔 和牛 が 9 の 始ま りな の だ 。Agnihotra が 諸 祭 式 の 始ま り 
で ある … (TB H 1.5 冒 頭 )“」 は, 供物 に 関す る 第 2 の 引用 と それ 以降 の 議論 に 
直接 関係 せ ず , 引用 の 理由 が 不明 瞭 で ある 。 SB/JB に 共通 する 仔牛 の 記述 , 特 
に JB/SB-K の 「 仔 牛 が 先行 する 」 議 論 の 影響 下 に 引用 され た 可能 性 が ある 。 
第 2 の 引用 は 供物 の 種類 と 効果 に 関す る 記述 (TB TH1.5 未 一 6 冒頭 ) で バタ ー 
(2yg-) と 光熱 力 ( 戚 光 : gs-) か ら 始 まる (引用 末 に 訪 を 欠く )。 和 牛乳 の 
献 供 を 飛び 越し て , バタ ー か ら 議 論 を 始め る こと は 不思議 で あり , SB-M/-K 
導入 部 に お ける バタ ー と 光熱 力 の 記述 に 東 響 され た 可能 性 が 強い 。 ま た TB に 
欠如 する ソー マ 貞 供 "の 挿入 は . ブラ ー フ マナ より 新しい 成立 を 示唆 する 。 


94 Ed.CArAnp, Ed. CaAusgy で は 該当 部 分 の 写本 欠落 。 

95 Bd.Carap, Ed. CmAumgy で は syo (nom.) : v1 無し 。 

96 Vjasaneya の 返答 は ここ で 終了 し , 重複 する 娘 が 省略 され る (-: 注 91)。 

97 Cf. Delbrick 219ff. “etwas in der Rede Dagewesenes”,“e72 .… hebt die Identtat mit dem 
vorher genannten Begsriff hervor . 

98 opt. gp 十 2s “daribersein, bertreffen, beherrschen, bewaltisen” (PW). 天界 を 超え て 向 
こう 側 ま で 行っ て し まい , も は や この 世に 戻れ な い (即死 し , 天界 か ら 戻 ら な い : 
再 死 を 免れ , 不死 を 得る )。gpjg 十 gs の 用 例 は RV, AV 以外 で は 稀 。 

99 VadhAnv 1 14[Agsnyadheya] も 引用 し 「Ahavaniya 祭 火 が 仔牛 で ある 」 と 説明 する 。 

100 穀物 祭 (sz-) で ある Agnihorra に ソー マ の 献 供 は 不適 切 で . ブラ ー フ マナ 文献 に 【 
無く , ApSS VI 15.1, HirSS II 7,114 等 , 比較 的 新しい Srautasatra 以降 に 出現 有 
Dumont, L'agnihotra, 41.89f. : 吉水 清孝 , イン ド 学 仏教 学 16.2001.264[90] 注 29)。 
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(200) 阪本 (後藤 ) 純 子 


「 何 が Agnihotra (の 供物 ) で ある か 」 と いう 問題 へ の VaqhuAnv の 見 解 が , 


水 か ら 始 まり 草 , 木 , 玄米 ・ 玄 麦 , 9 62080 ほ 例 で ある 。 SB 
/JB の 対話 と 伝統 的 議論 を 統合 し , 通常 と 逆 の 順序 に 並べ 替え た 疑い が 濃い 。 
[生乳 に より 献 供 す れ ば 現世 で 子孫 と 家 半 を 得る 」 と いう 導入 部 の 結末 は 
「Vjasaneya 方 式 で 献 供 すれ ば 一 度 で 天界 を 超え て 行き , 子孫 も 家畜 も 寿命 も 
この 世 も 再び 見 る こと が な い 」 と いう 全編 の 結論 部 (一 6.7.) と 照 応 する 。 


6.3.【 対 話 】 現実 性 が 希薄 で 神秘 主義 的 色彩 が 濃い 。「 供 物 が 無い 場合 どの よ 
うに 献 供する か 」 と いう 切実 な 問題 か ら 秘密 の 教え の 伝授 に 重点 が 移行 する 。 
地 の 文 で Yajiavalkya で は な く Vajasaneya が 用 いら れる 。 こ の 呼称 は B の 
問答 歌 の 地 の 文 と 同一 で ある 。Janaka が 冒頭 の 質問 で 「Aqhvaryu 祭 官 」 と 呼 
び か け , Vasaneya も 返答 の 度 に 「 大 王 」 と 呼び か け て お り , SB/JB 版 に お け 
る 両 名 の 親密 さ に 比べ て , 失 官 と いう 身分 関係 が 前 面 に 出る 。Janaka 王 
質問 お よび Vajasaneya の 最終 返答 に は 3 人 称 optative 妨 yz が 用 いら れる 
が , 主語 は 明示 され ず , 祭 官 か 祭 て か 展 昧 で め る 。 SB-M/JB の Janaka の 質問 
に お ける 2 人称 optaive 訪 yy2s より 客観 性 ・ 普 遍 性 が 強い 。 
供物 の 代替 は SBJB より 簡略 で , MNOR 可 RhedieP 
つ 他 の 草 達 IJB : 他 の 穀物 ] 一 荒野 に 自生 する 草 達 一 樹木 に 属す る も の (SB- 
M) ・ 木 の 果実 (SB-K) [JB 欠如 ] 一 水 達 : 【VaqhAnv】 和 牛乳 一 水 達 一 草 達 一 
木々 ー sgr- 「 存 在 す る も の 」 と gsgz-「 存 在 し な いも の 」。 祭 式 一 般 を 通じ て 供 
物 は 基本 的 に 飲食 物 で ある が , 導入 部 に お ける 供物 の 詳細 な 列挙 (すべ て 食物 ) 
に 比べ , 対話 で は 供物 の 種類 , 特に 食物 が 少な い 。 水 達 の 後に 挙げ られ る 草 達 
と 木々 は 食物 で は な く 燃 料 を 意図 し て いる 可能 性 が ある 。 一般 に 水 は 草木 より 
も 入手 し 易く , VaqhAnvy より も SB/JB の 順序 が 自然 で も る 。 な お VadhAny の 
「 木 々 」 が SB-M「 木 に 属す る 物 」, -K「 木 の 果実 」 に 対応 し , JB に 欠け て い 
る 事 が 注目 され る 。 
存在 する も の ・ し な いも の (sgz-4sgr-)」 は 謎 めい た 表現 で ある 。 献 供 は 
供物 と 祭 詞 の 2 要素 か ら 成 る が , 最初 は 祭 詞 を 唱え , 次 に 祭 詞 を 唱え ず に 一 対 
の 責 供 を 行う こと が Agnihotra の 特徴 で ある 。 従って, 現在 分 詞 中 性 単数 szz- 


だ し Agnihotrra を ソー マ 祭 に な ぞ ら える 事 は 古く か ら 見 られ る ( 注 16, 2.2.)。 
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と gsg- の 背後 に 中 性 名 詞 ys- 「 祭 詞 」 が 隠さ れ て いる と 推測 され る : 「 存 
在 す る 祭 詞 に より 」 則 ち 「 祭 詞 を 唱え て 」, お よび 「 存 在 し な い 祭 詞 に より 」 
則 ち 「 沈 黙 し て 」 献 供する 。 こ の 「sgz- と asgr- に よる 献 供 」 は SB/JB 対話 の 
最後 の 答 「szp4- が 献 供 さ れ た 」 と その 背景 に ある SB TH 3.1,30 sgpezgp6 yg7e 

「 ほかなら ぬ sgp2- (一 祭 詞 ) に より 献 供 さ れる 」( 一 4.1.3) に 基づき , szp4- 
を sg- と gsyg- と に 改作 し た と 推測 され る 。 

Janaka は 更に , 祭 詞 を 唱え , また 沈黙 し て 献 供する 者 さえ いな い 生 物 発生 以 
前 の Agnihotra を 問う 。 SB/JB 版 の 単純 率直 な 問答 に 対し , VadhAny で は 複雑 
な や り 取 り の 未 , Vajasaneya は Janaka を 側近 くに 呼び 秘 矯 の 教え を 明か す : 

は 太陽 が 火 に , 朝 は 火 が 太陽 に 献 供 され た よう で ある (と 伝え られ て いる : 
gzyefg) : そこ で 今 , 力 は 『 火 が 光 で ある , 光 を 火 に , [ 則 ち ] 太陽 を , az』 
と 唱え て , 朝 は 『 太 陽 が 光 で ある , 光 を 太陽 に , [ 則 ち ] 火 を , saz2』 と 唱え 
て 責 供 すべ き で ある 」。 

Janaka の 最後 の 言葉 に ある zzs2z7 は dissimilation を 起こ し た desiderative 
の subjunctive と 判断 され , 口語 的 な 性 格 を 示す 。SB/JB 版 の キー ワー ド 
gyg7g の 6 「 ま さ し く 机 供 され た 」 に は Janaka の 思考 内 容 に お ける gg72 yg 
が 直接 対応 し , JB の 伝承 同様 に 崩れ た 形 Cg: <-gz- : つ 4.2.。 注 40) を 示す 。 
その 後 , ausgment 付き の optative (ye ) 「 献 供 さ れ た よう で ある (と 伝え ら 
れる )」 と いう 極め て 珍し い 語 形 が Vajasaneya の 最後 の 教え に 現われ る 。 後述 
の よう に ans. 付き opt. は 過去 の 出来 事 に 関す る 推測 ・ 伝 聞 を 表現 し て いる と 考 
えら れる 。 gyg72 yg の 確信 に 満ち た 断定 と gyez の 六 曲 な 表現 と が 対照 的 
で ある が , 両 形 と も に 対話 原形 の 47z2 に 由来 する と 推測 され る (sgp2- 
の sgr- と gsg- へ の 分 割 ・ 改 作 が 比較 され る )。 

過去 の 事柄 を 表わす opt は 中 期 イ ンド ・ ア ー リ アン 語 (特に Buddhist Hybrid 
Sanskrit と Ardhamagadhi) に 特徴 的 な 現象 で ある が , 古 イ ンド ・ ア ー リ アン 語 
に も 下 事 詩 を 中 心 に 散発 的 に 見 られ , Veda で は 新しい 成立 の ウパ ニシ ャ ッ ド 

(Svetasvatara-Upahisad 1 例 , Mundaka-Upanisad 2 例 ) に 確認 され て いる "。 話 
者 が 直接 経験 し て いな い 過 去 の 事柄 に 関す る 推測 , 伝聞 , 學 曲 表現 の た め に 「 可 


能 性 を 表す opL」 が 口語 的 に 用 いら れ た と 考え られ る "。aug. の 付い た opt は 


101 Cf. Pcna。 Grammatik der Prakrit-Sprachen (1990) 三 Comparative Grammar of the Prakrit 
Languase (transl. Jms。 1965)、 8 466, 515 : Bageron。 Buddhist Hybrid Sanskrit Grammar 
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Mahavastu に 多い “。 過 去 を 表す opt. の 用 法 は 古 イ ラン 語 ( 新 ア ヴェ スタ 語 ・ 
古 ペ ベル シャ 語 ) お よび 中 期 イ ラン 語 諸 方 言 に も 見 られ , aug. の 無い 形 と 付い た 
形 と が 併存 する "。aug. 付き opt. と いう 古 イ ンド ・ ア ー リ アン 語 に は 例 の な い 
語形 が 伝承 の 衣 れ で な いと すれ ば , dissimilation を 起こ し た desid. の subi. 

(vmz2zs2z7) と 同様 に 極め て 珍し い 現象 が VadhAnv の 対話 の 末尾 に 起こ っ て 
いる 。 対 話 の 原形 を 改作 し た 際 に , VadhAnv を 取り 巻く 言語 状況 が 反映 され 
た と 思わ れる 。 い づれ も 口語 的 な 動詞 表現 (modus の 用 法 ) で あり , SB ゃ や 刀 
より も 言語 的 に 新しい 段階 に ある 。 “ 

一 般 的 な 過去 に perf., 太古 の 献 供 の 神学 的 叙述 に ipf. と いう 使い 分 け は SB/ 
JB 版 に 共通 する (つつ 4.1.2) 。 


6.4. 【 火 と 太陽 の 相互 献 供 理論 】Vajasaneya は 最後 に 「 夕 は 火 に 太陽 が , 朝 は 
太陽 に 火 が 献 供 さ れ た よう で ある 」 と いう 生物 発生 以前 の Agnihorra に 基づき , 


「 ツ は 火 に 太陽 を , 朝 は 太陽 に 火 を 」 新 し い 祭 詞 に より 献 供する こと を 教え る 。 


この 原初 の Agnihotra は , 太陽 と 火 と を 光 を 媒介 と し て 同 置 し , 日 没 ・ 日 昇 に 
伴う 目 然 現象 を 宇宙 規模 の 祭 式 と し て 解釈 し た も の で , 「 光 で ある 太陽 が 火 の 
中 に 入る 結果 , 夜 は 火 が 光 と し て 輝く : 光 で ある 火 が 太陽 の 中 に 入る 結果 , 昼 
は 太陽 が 光 と し て 輝く 」 と いう 発想 に 基づく 。 

「 夜 , 太陽 が 火 に 入る 」 と いう 考え 方 は RV X 88.6 に 遡る が (一 2.3.), 「 朝 , 


(1953) 8 32.85-105 : Oi P 身 (2001), 243 : Geiger, A Pahi Grammar, transl. Gosh,。 
revisel and edited K.R.N。ra。 (1994). S 170B (Noman に よる 補 遺 ) : Obcrie。。 A Grammar 
of Epic Sanskrit (2003), 137 一 141 (6.2.2. optative) : Saonon, “The Buddhist Sanskrit of 
ASvaghosa's Saundarananda", WZKS 27, 1983, 105 : v. Haaber。 Das altere Mittehindisch im 
Uberblick,1. 1985、2. 2001, 8 445 Salomon。 人 AA Linguistic Analysis of the Mundaka- 
Upanisad"。 WZKS 25, 1981、 98f.: T.GotoO, “ur Sprache der Syetasvatara-Upanisad”"」 Fs. 
Mette, 2000, 259 一 281. 

102 Cf T.Goto, a.a.0. : 筆者 , “Znum prateritalen Optativ im Alt- und Mittehndoarischen", Ps. 
Kellens (印刷 中 ) ' 

103 Cf. Earron BHSG S 32.85, 8 32.89. ' 

104 K.Homann, “Prateritaler Optativ im Altranischen”, Aufsatze zur Indoiranistik IL. 1976. 605- 
619 (“die Bezeichnung einer wiederholten Handluns in der VergangenheiP) : Kuen。, Le 
verb avestique, 1984, 309ff. : T.Goto, Notizen zu Verben in Yasna 9 (H6m-Yast) , 124f.(・: 
2.1. gpgzg772z “Tpf. in der Funktion zur Bezeichnung einer Vorvergangenheif), 136f.(:5.) 
更 な る 参考 文献 は 注 101, T.Gote, Fs. Mette, 268 n.37 参 照 。 
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火 が 太陽 に 入る 」 説 は MS の Agnyuapsthana 論 に 初め て 現れ る (一 注 15) ・ 


骨頭 
を 


刀 自 
レン 


MS 1 5,5:73,11-13 [Asnyupasthanal zp ヵ 2 vg 娘 の 2g77 2 の が y2 の. 2727 が 72 
sg2-. 72272 V2 gy の 7 の 7D 572 7 の Vi な 77 gsG7 の 7Ocg72. 7 の 72677 の 5 7 の 7 の 2777. 
7 の 2972 の 7 yg77 7 ん 7. 

両 名 を , Indra と Agni よ , [私 は ] ここ へ 呼ば ぼう (MSP I 5,1:65,10f. 三 RV VI 
60.13)」 と [言う ]。 こ れ ら 両 名 (mdra と Agmi) は 一 緒 な の で ある か ら 。 あれ" ゆ (mdra 
太陽 ) に これ (Agn) は 入る の だ , 昼 に な る と 。 そ れ 故 に あれ (mdra= テ 太陽) 
は 昼 , 輝く 。 こ の [大 地 ] に あれ ndra 三 太陽 ) は 夜 , [入る ] 。 そ れ 故 に これ (Agmni) 
が 夜 [輝く ]。 

ン 【 夜 の み 言 及 】 KSPp VH 4:66,1 [Agnyupasthanal s 妨 yo vg の gs. so gz 7 の 7 
prgv5g の が, 太陽 が Indra で ある 。 そ れ が 夜 , 火 に 入る 。 KpSp V 3:62,7f. 
の 発想 が 最初 に 明確 に 示さ れる の は TB の Asgnihotra 論 で ある 。 火 と 太陽 


一 体 視 し , 両方 に 同時 に 献 供する た め に 独自 の 祭 詞 が 提唱 され る (->2.2.) : 


TB HL 1.2.9f. Zzz v2v2gd7 の の 27 say の 72 7 の 75o7 が 72 の gg77 の 7727 9/7272 9 の 27se. ze 
太 727257 sp の yefe. /9/ gy277o77 vgv2gd の の の 7 09977 の 77749 の 7 の 7 の 2 が. 725762g の 277 の 
ey み g7267 の の drye. 2 の 2g72ye s の y27 が 77727。 の 5 の 7 の PrSCye72. YG7 SGYG の 7 の 727 
7 の y の 7。 gg74 の ye yrSCye47. の ev4 太 の が yg so が 29277 oy27 gg7 ケ か 6 が が 7 sryo 
sge が ev の sgy の 7 7o72yyG72. SYO が の が 7 の の 太 - ggz 太 sy2 が 6 が p7 の 2 礁 太 の 5725/ が の 
sgyo7 yo7e. 7 の 9 の 272 P772 か 76 の ey の 72 の yg yg7 が 6 の 272 な 
まさ し く ぐ 火 に 太陽 (2Zg-) は 夕方 , 入る の だ 。 そ れ 故 , 火 は 遠く か ら 夜 見 える 
(gggzse) 。 両方 の 光熱 2zs- ) が 合 一 し て いる か ら 。 昇り つつ ある 太陽 の 後 を 追っ 
て 共に 火 は 昇る の だ 。 そ れ 故 , 火 の 煙 だ けが 昼間 は 見 られ る 。 火 に 夕 , 献 供 さ れる 
な ら ば , [ 火 が ] 太陽 か ら 引 き 像 か れる こと に な ろう 。 太 陽 に 朝 , 献 供 さ れる 場合 
に は , [太陽 が ] 火 か ら 引 き 像 か れる こと に な ろう 。 二 神 格 に 争い を 作り 出す こと 
に な ろう 。 ま さ し く 「 火 が 光 で ある 。 光 は 太陽 で ある 。 ス ヴァ ー ハ ー」 と [唱え て ] 
グ に 交 供 され る べき で ある 。「 太 陽 が 光 で ある 。 光 は 火 で ある 。 ス ヴァ ー ハ ー」 と 
[唱え て ] 朝 に 。 そ の よう に , また , 両方 に タ に 献 供 され る 。 両 方 に 朝 に 。 二 神格 
に 争い を 作り 出さ な い 。 


この TB の 説 と Vajasaneya の 最終 返答 は 「 夕 は 火 に 太陽 が , 朝 は 太陽 に 火 が 入 


105 Dsrssuck 210 は gs2。 gz を 天 と みな す が , 太陽 と 同一 視 さ れる mdra を 指す と 考 


える 方 が , 引用 され る マン トラ と 共に 文脈 に 合致 する 。 
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る 」 と いう 見 解 に 基づき , 新しい 祭 詞 を 提唱 する と いう 点 で 共通 する 。 VadhAnvy 
は TB を ! 補 足 説明 する 文献 」 で あり TB を 熟知 し て いる の で , Viasaneya の 
最終 返答 が この TB 説 を 模 條 し て いる 可能 性 が 浮上 する 。 

Agnihotra を 火 と 太陽 の 相互 献 供 と みな す 思 想 は 後期 ブラ ー フ マナ で 流行 し 
た よう で 様々 な ヴァ リエ ーション が 生み 出さ れる : 


JBT9 [Agnihotra] 2zyozys7777 eV の 722777 7 の ge7/ y の yg の 97 か の '572772 6 の の 7 の Y ey の 


72 772472772 707/.…… 2 が 772 2 の 7 の 727277 の 6727 72 の 67 / 2 の evg 72 777 の 7 7 の ガ / 
「 ま さ し く お 互い に 我々 両 名 は 自ら を 献 供 し 合 お う 」 と [太陽 と 火 は 言っ た ]。 そ 
の よう な 太陽 (22g-) が 沈む 時 , 他 な ら ぬ 火 に その 時 , 自ら を 献 供する 。 .… 昇 
りつ つ あ る 太陽 を 追っ て 火 は 昇る 。 他 な ら ぬ 太陽 に その 時 自ら を 献 供 する 。 
KausB IT8 [Agnihotra] sg vg eso 'g77 dy が 97 2 が の 7277 77 59 9572772 YO777 5 の ye 
8709y (yg : Bd. Sarma) 277427477 7 が. 2 が が eV が 272 7477O の 7O 7 が 72. 7 の 7 の 6 の 7776 
74O カ か . G の 972 776. 7277 の 672777 の 7V2 が の 72 の 7 の の 77227777. 
その よう な この 火 は 昇り つつ ある 太陽 (2g-) に 自ら を 献 供する 。 あ の (太陽 ) 
は 沈み つつ , 夕方 , 火 に 自ら を 献 供する 。 他 な ら ぬ 夜 が 昼 に [自ら を ] 献 供 する 。 
昼 が 夜 に 。 他 な ら ぬ 呼気 ⑰7zzz-… 注 54) が 吸気 (22zg-) に [自ら を ] 献 供 する 。 
吸気 が 呼気 に に 。 そ の よう な これ ら 六 つ は 相互 に 自ら を 献 供し て いる 。 
Janaka 王 と バラ モン 学者 達 と の Agnihotra 議論 (SB-M XI 6,2 [-K XII 6,.2] て 
JB 1 22-25 : … 注 3) で は , 火 と 太陽 を 2 が - 「 光 」 以 外 の 概念 を 媒介 項 と し て 
等 置 し , 相互 献 供する 説 が , SB で は 2 名 の 学者 に より 主張 され る : 
SB-M XI 6.2.2-3 (-K XIIL 6.2) [Agnihorra] s2 ovacg/sye72&ez7 の ey の … 2 の の 2 
82772 の 5. 7272 gy の 72 9677 7O77. の 577 V の 7 gp277229. 2 が 7 の 727 の の の 6 7o777. … /2/ 
7 Oc $ の 7 の 374S727 5 の が の y@ 放 放 /.… 2 の の の y27 eZ. 72 52y の 7 の 7 の 7 7 が O が 2. の 677 
V の 7 7672S. 太 72 の 797 の 7 97 の 6 7O7777. … 
2. そこ で Svetaketu Aruueya が 言っ た .…… 「 太 陽 は 熱 (sgz2- 一 2.3. 注 17) な の だ 。 
それ を , 祖 , [ 祭 ] 火 [の 中 ] に 私 は 献 供 する 。[ 祭 ] 火 は 熱 な の だ 。 そ れ を , 朝 , 
太陽 [の 中 ] に 私 は 献 供 する 」 と 。.… 3. 次 に Somasusma Satyajyajmi が 言っ た .… 
「 太 陽 は 光熱 2zs-) な の だ 。 そ れ を , 夕 , [ 祭 ] 火 [の 中 ] に 私 は 献 供する 。 [ 祭 ] 
火 は 光 圭 な の だ 。 そ れ を , 朝 , 太陽 [の 中 ] に 私 は 献 供する 」 と 。 
これ に 対し , Yajmavalkya と Janaka の 見 解 は 全く 異な る : Yajmavalkya は SB 本 
来 の Agnihora 理論 (IT 3.1.7-9) を 継承 し 「 日 没 前 に , Garhapatya 祭 火 か ら 
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Ahavaniya 祭 火 用 に 取り 出し た 火 を 高く 揚げ て , 沈み 行く 太陽 の 光線 で ある 
神々 を 客 と し て 迎え る 」 と いう 説 を , Janaka は 有名 な 五 火 説 を 述べ る 。 
他方 , JB で は Janaka と Vajasaneya (Yajmavalkya) を 含む 癌 場 人 物 6 名 全員 
が 太陽 と 火 の 相 互 献 供 を 提唱 する "。 そ の 一 例 と し て Viasaneya 説 を 挙げ る : 
JB 1 23 [Agnihotral s2 ヵ ov2cg vg72sg72ey7. Ss の が 272 7 の 6vg Sg7279 77 の 67777O777 
7O727. 72702 77 5 の 7 の 77 の 97777 .… 572772 7 の の の 757777 7 の Ce の 2772 2 が 7 7 の の の 27 yg の 7 
7 9 の 7 の 77. 9 の 72 の 727 2 の 77 の 97777772 ye 5 の y の 7 77 の 7777-. 72272 9 の 7 の 77 7274977277 9 の か 6 
7 な が 
そう 言わ れ て Vajasaneya (Yajimavalkya) は 言っ た 。「 他 な ら ぬ 真実 で ある と [思っ 
て ] , 大 王 よ , 私 は Agnihotra を 献 供する 。 そ れ 故 に 私 は 真実 で ある (真実 を 支配 ・ 
管轄 する 一 注 19)。.… 火 を 指し て 言っ た , 『 こ れ が 真実 で ある 』 と 。『 あ れ が 真実 で 
ある 』 と 太陽 を [指し て 言っ た ]。『 そ の よう に [知る ] 私 は , あの 真実 を 他 な ら ぬ 
この 真実 に 夕方 献 供 する 。 こ の 真実 を あの 真実 に 朝 , 献 供 する .…』 と 」。 
火 と 太陽 の 相互 柚 供 理論 が 特に JB で 愛好 され , Vjasaneya Yajmavalkya と 
Janaka の 本 来 の 説 (SB) が JB に お いて 改作 され た と 推測 され る 。「 真 実 で あ 
る 太陽 を 火 に 献じ る 」 と いう 部 分 は 上 記 Vajasaneya 説 と SB-M/-K/JB 対話 の 
Yajmavalkya 最終 解答 と に 共通 する (一 4.1.2) 。 


6.5.【SB に よる 火 と 太陽 の 相互 献 供 理論 へ の 批判 】 
し か し Vasaneya (Yajmavalkya) が 上 記 の よう な 相互 方 式 を 主張 する 事 は 極 
め て 不 目 然 で ある 。 彼 を 開祖 と する Viasanein 派 は Agnihotra を 太陽 へ の 献 供 
と 解釈 し , 火 と 太陽 の 相互 献 供 を 否定 する 。 同 派 SB の 基本 的 Agnihotra 理論 
(SB-M II 3,1.1-39 : -KT3.1.1-28) で は , 太陽 な いし 太陽 光線 (vsye ey つ 2. 


3, 注 20) が , 日 没 と 同時 に 火 の 中 に 入り , 夜 そ こ に 胎児 , ま た は 間 客 と し て 


宿り , 日 の 出 と と も に 火 か ら 出 て 行く こと を 前 提 と する 。 火 の 中 に 滝 在 中 の 太 


陽 (光線 ) に 夕食 と 朝食 を 献 ず る こと が Agnihotrra で ある と 考え , 日 没後 と 日 


106 火 と 太陽 を Aruni は 「 栄 準 yzsgs-」 とし, V 和 asaneya (Yimavalkya) は 「 真 実 szpg-」, 


Barku Varsna は 「 得 られ た 物 達 の 中 で 最も 豊富 で 最も 優れ た も の ps 娘 277 57es7 が 7 
y772z272 」。 Priya Janasruteya は 「 光 熱 力 ・ 威 光 7gjzy-」 と する 。 Budila A/svatarasvi 
Vaiyaghrapadya は 火 を 「Agnicayana 祭 (2zX2-)」, 太陽 を 「AsSvamedha 祭 」, Janaka 
王 は 火 を 「 出 発 点 廊 -」, 太陽 を 「 行 き 先 ggp-」 と する 。 い づれ の 場合 も は 火 に 
太陽 を , 朝 は 太陽 に 火 を 献 供する 。 
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の 出前 に 貢 供 する (っ 2.3.)。 他方 , 朝 , 太陽 に 火 を 献 ず る 方 式 で は , 太陽 ( 光 
線 ) は 既に 火 の 外 に 現れ て いる "の で , 日 の 出 の 後 で 献 供する こと に な る 。 こ 
れ は 「 客 の いな い 宿 舎 に 食事 を 運ぶ が よう な も の で ある 」 と SB-M HI 3.1.9 (CK 1 
31.4) に 批判 され る 。 更に, 火 と 太陽 の どちら に どちら を 献 ず る の か , 通常 の 
祭 詞 で は 不明 で ある 点 も 批判 され る : 
SB-M II 3.1.36 (^ SB-KI 3.1.24f) 47 2 /ggzgy eV2 が 27 52y の 7 5 め 97 が 77 が. sye 
の 79727 の g727 の 7 7 が . 727 の 7 42 772o7272 の 72 6v の . yg が ev2 s27yO 72 が 2 6 か, の 772p77 か の 7 が た 
yg92 sryg 6 の , 7 が 2 s27yO の 7 25yg 52 pg77coksey277 eV の pg7Zco ん sg 7 の 7 72syg7 62 
de の 刀 yg7 ye 72g77 が o が 2syo dev2 太 2-. gz か 67 が 7 7 が gg7 太 sv2277 めか 22g76ye 
sy が 6. 67 が 2 p7 の 2 sy の yo か の 7 が 7 2 が 7 syo7 yy の 2 が 2 が の p6 sy の yg yu2 が 2 な / 
それ に 関し て [ 入 々 は ] 言っ て いる , 「 字 な ら ぬ 火 に この よう に し て , 夕方 , 太 
陽 syg-) を 献 供する 。 太 陽 に 朝 , 火 を [ 貢 供 する ]」 と 。 ま さ に その 場合 は , 
他 な ら ぬ 「 日 の 出 の 後 で 献 供 する 者 達 Zzz ヵ ozz-)」 の Agnihorra で ある 。 ま さ し 


く 太 陽 が 沈む や 否や する と , 火 が 光 で ある , まさ し く 太 陽 が 昇る や 否や , する と , 


太陽 が 光 で ある の だ か ら 。 そ れ は 彼 ( 祭 主 ) へ の 非難 で は な い 。Agnihotra の 神格 
で ある と ころ の その 神格 に 対し て , 明確 に [ 祭 官 に より ] 献 供 され な いと いう 事 , 
これ こそ が 非難 され る 点 で ある 。「 火 が 光 で ある , 光 は 火 で ある , sjz」 と [ 祭 官 
が 唱え る ]。 そ の 際 に 「 火 に 対し て , svk2」 と [唱え て い ] な い 。 他 方 , 朝 , 「 太 
陽 が 光 で ある , 光 は 太陽 で ある , szz」 と [唱え る ]。 そ の 際 に 「 太 陽 に 対し て , 
sy262」 と [唱え て い ] な い 。 
この SB の 批判 に 応え て VadhAnv は MS 以来 の 伝統 的 な 祭 詞 (一 2.2.) を 改作 
し た と 推 側 され る 。 新旧 の 祭 詞 を 比較 する と : [ 夕 ] 2gz か の 267 か 6 婦 ggz か 一 
287 が の 7 の 太 gg の 9 の の eg が 「 火 が 光 で ある , 光 で ある 太陽 を 火 に 」 : [ 朝 ] 
syO の 67 が - カ 6 が 7 sy が > 5 の yo Do が oe が 5 ye gz が 「 太 陽 が 光 で ある , 光 
で ある 火 を 太陽 に 」。 つ まり , 古い 祭 詞 の 最後 の nom. を loc. に 変え , acc. を 付 
け 加 えて , 第 2 の os を acc. と 再 解釈 する 。 ま た 「 太 陽 」 を 意味 する 語 が 古 
い 部 分 で は s 妨 yg-, 付加 部 分 で は 2pg- (VadhAnv の 地 の 文 と 同じ ) と いう 


107 厳密 に は , 太陽 が 昇り 始め て か ら 完 全 に 現れ る まで 数 分 間 か か る の で , その 間 に 一 
対 の 貢 供 を 終え る な ら ば , zzjo 娘 -「 日 の 出 の 後 で 献 供する 者 」 と は 言え な い 。 

108 SB-K 1I 3.1.24f. ggzgz cy2 が 2 2y の 7 5 が ye 放 か o77 5 太 yg 7 gg の y 万 太陽 と 火 の 関 
係 が M と 逆 で , 意味 を 為 さ な い 。K の 伝承 過程 に お ける 誤り と 考え られ る 。 
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不一致 が 起こ っ て いる 。 新 し い 祭 詞 の po な 2gz2y の 部 分 は KS の 夕 の 祭 詞 (一 
2.2., 4.1.2) の 後半 と 共通 する 。 


6.6.【 結 論 部 】 VadhAnv は 最終 的 に Vajasaneya の 教え る 責 供 方 法 を 厨 * 定 す る 。 
即座 に 天界 を 超え て , 二度と この 世に 戻れ な い , すなわち 即死 し て 子 拉 も 家畜 
も 寿命 も 再生 も 失う か ら で あ る "。 こ れ は 導入 部 の 結末 「 邊 乳 に よる 献 供 が 現 
世に お ける 子孫 と 家 卒 を も た ら す 」 と 対照 的 で ある 。VaqhAnv は , 天界 を 超 
えて そこ で 不死 を 得る より も , 地上 で 長寿 と 繁栄 を 獲得 し , 死後 に 天界 へ 昇っ 
て も 再び 地上 へ 生ま れ 変 わる こと を 望む 。 天 上 で の 永遠 の 幸福 より も 現世 利益 
を 優先 させ る VadhAnv の 見 解 は , 天界 に お いて 再 死 し 地上 に 再生 する こと ( 後 
の 「 軸 廻 」) を 恐れ , そこ か ら の 解放 (解脱 」) を 求め る 新しい 思想 潮流 に 逆 
行 し , 祭 式 の 目的 ・ 意 義 に 関し より 古く 保守 的 な 立場 を 示す (一 2.3.)。 


6.7.【Vajasaneya の 教 説 の 改作 】 

な ぜ Vajasaneya は 自 派 の 見 解 と 対立 する 説 を Janaka 王 に 教え , 更に その 説 
が 結論 に お いて 否定 され る の で あろ うか ? 上 記 6.5. で 検討 し た よう に , 
Vajasaneya が 教え る 秘密 の 祭 詞 は SB II 3.1.36 の 批判 に 答え て 通常 の 祭 詞 を 新 
し く 作 り 直 し た も の で あり , VadhAnv の 作者 ( 達 ) が 当該 筒 所 を 含む SB の 
Agnihotra 理論 に 通 暁 し て いた こと は 明白 で ある 。 従っ て 彼ら は 意図 的 に 
Vajasaneya に 役 本 来 の 学説 に 反する 責 供 方 法 を 主張 させ て いる と 考え られ る 。 

他方 , Vajasaneya が 「! 太 陽 が 火 に , 火 が 太陽 に 」 と いう 考え 方 に 基づき 独自 

の 祭 詞 に よる 献 供 を 提唱 する 点 は TB IL 1.2.9f. (一 6.4.) に 類似 する 。 ま た , 火 
と 太陽 の 相互 貢 供 方 式 は TB {I 23 に お ける Vjasaneya の 「 太 陽 を 火 に , 火 を 太 
陽 に 献 供する 」 説 (一 6.4.) と 一 致す る 。VadhAnv が 「Taittrrya 派 ブ ラー フ マ 
ナ を 補足 説明 する 文献 」 で あり (6.,6.3.), TB を 熟知 し 縦横 に 引用 し て いる 
事実 を 考え る と , 意図 的 に Vaiasaneya に TB H 1.2.9f. を 模 信 させ , また {23 
の Vajasaneya 説 を 取り 入れ た 献 供 方 法 を 主張 させ , その 際 に SB の 批判 に 応じ 

て 祭 詞 を 変更 し た と 思わ れる 。 結論 と し て その 教 説 を 否定 する 事 か ら 明 ら か な 
よう に , この 大 胆 な 改作 の 目的 は , Taittiriya 派 と Vadhala 派 の ライ ヴァ ル で あ 


109 同様 の 結末 :[ 新 月 満月 祭 終 了 時 Agnyupasthana] MSpi 4.7:55.5 一 8 (4.6., 注 64). 
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る Vajasaneyin 派 の 開祖 Vajasaneya を 周 め , Vadhula 派 の 優越 を 示す こと に あっ 
た と 推測 され る 。 


7.【 全 ヴァ ー ジ ョ ン の 相互 関係 と 成立 過程 】 
.【 成 立 過 程 】 SB-M/SB-K/JB の 成立 過程 ( つ 5.) は 以下 の よう に 要約 され 
: 1) SB-M が 内 容 的 に も 言語 的 に も 最 古 形 を 残す : 2 ) 最初 に Janaka 王 と 
Vajasaneya Y 還 mavalkya に 帰せ られ る 対話 が Vajasaneyin 派 SB で 成立 し , その 
後 , 導入 部 , 続い て 4 Sloka (問答 歌 ) が 対話 に 結合 され た : 3 ) Sloka の 内 容 
が 「 思 考 」 2zzs- と 「 呼 吸 ・ 気 息 」 zz2- と いう 概念 に より 解釈 され , 「 呼 吸 
が Agnihotra で ある 」 と いう 結論 が 導 か れ た : 4) JB で は , Sloka が Janaka と 
Vasaneya の 対話 に 改作 され , また Prana 中 心 思想 が 導入 部 か ら 結 論 に 至る ま 
で 貫徹 し 全編 を 統一 し た : 4) SB か ら JB に 取り 込ま れ た 時 期 と Sloka が 対話 
に 結合 し た 眼 0 は 不明 で ある 。 5) SB-K は SB-M を 基 に JB の 

影響 を 受け て 更に 発展 し た 段階 に 位置 する 。 

VadhAnv と SB-M/SB-K/JB を 比較 する と , 対話 の 骨格 と 前 半 の 内 容 は お お 
ず ね 共通 し , また 導入 部 の 議論 も ある 程度 対応 する 。 共 通 な いし 対応 する 部 分 
は , JB に 近い 要素 と SB-M/-K に 近い 要素 が 混在 し , し か も それ ら よ り 新 し い 
性 格 を 示す こと か ら , JB と SB の 両 ヴ ァ ー ジ ョ ン を 知っ て いた 上 で 改作 し た 
と 推測 され る 。 

VadhAnv と SBJB と の 主たる 相違 は SIoka の 有無 , 対話 後半 の Vajasaneya 
Yajmavalkya の 教 説 お よび 全編 の 結論 部 で ある 。 

SBJB に お ける Yajnavalkya の 最終 解答 は MS/KS の Prajapati 神話 と SB 第 1 
巻 の Manu 神話 に 基づき 創作 され , 具体 的 な 解決 策 は SB 第 2 巻 に 依拠 する と 
推 側 され る 。 バ ラモン 学者 に は 周知 と 思わ れる MS/KS の 古い 神話 以外 は , 自 
派 SB の 基本 的 学説 に 依拠 し て お り , 発言 者 と 発言 内 容 に 棚 上 が な い 。 こ れ に 
対し VadhAny で Vajaseneya が 自 派 の SB で 非難 され て いる 責 供 方 式 を 提唱 す 
る こと は 極め て 不 自然 で あり , 意図 的 な 改作 に よる と 推論 され る (一 6.8.)。 

VadhAnv に は Sloka お よび 「Prana 理論 」 の 痕跡 が 無い 。VadhAny の 源泉 と 
な っ た JB/SB ヴァ ー ジ ョ ン が Sloka 結合 以前 で あっ た の か , ある い は VadhAny 
が 意図 的 に Sioka と 「Prana 理論 」 を 消し 去っ た の か , 現 段階 で は 決定 で き な 
い 。 Vasaneya の 教 説 の 大 胆 な 改作 を 考慮 する と , Sloka と 「Prana 理論 」 も 意 
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図 的 に 削除 され た 可能 性 が 強い 。 自 派 の 思想 と 相容れない Sloka と 「Prana 理 
論 」 を 取り 除く 共 わ り に , 自 派 の ブラ ー フ マナ で ある TB を 引用 し て 供物 の 代 
替 に 関す る 伝統 的 理論 を 膨らませ た の で は な いか と 想像 され る 。 


7.2. 【 学 派 と 思想 】 祭 式 執行 を 司る Adhuvaryu 祭 官 の 形成 する YV 学派 の 間 で 
も , 士族 に 対す る 態度 は 学派 に より 異な る (一 3., 注 23)。 黒 YV 諸派 に は 権力 
を 増大 し て ゆく 王族 を 警戒 し . バラ モン 祭 官 階級 の 優越 を 守 ろ うと する 姿 茸 が 
魚 明 で ある が , 特に 最 古 層 に 属す る Maitrayaniya 派 や Katha 派 に は 王族 を 排除 
する 傾向 が 強い 。 こ れ に 対し , Taittriya 派 は 複雑 な 祭 式 体系 を 整備 し て 積極 的 
に 土 族 に 祭 式 (特に ソー マ 祭 ) を 執行 させ , 祭 官報 酬 を 増し , 王族 を 利用 し つ 
つ バ ラモン 階級 の 隆盛 を 図る が , バラ モン 階級 の 優位 を 維持 し よう と する 点 は 
変わ ら な い 。 Vadhala 派 は この Taitdriya 派 の 支 泌 で ある 。YV 学派 内 の 新興 勢 
カカ で あり , 黒 YV に 対し て 白 YV と 呼ば れる Vasaneyin 派 は , 王権 に 対し , 
より 対等 で 友好 的 な 協力 関係 の 中 で 勢力 を 伸ばし , 祭 火 設置 を 普及 させ る と 同 
時 に , 王族 と の 交流 に より 新た な 思想 展開 を 引き 起こ す 。V 誠 asaneyim 派 ブ ラー 
フ マ ナ SB-M の 最新 層 で ある 第 11 巻 (SB-K 第 2 巻 ・ 第 13 巻 ) と BAU に 伝承 
され る Janaka 王 と バラ モン 学者 達 , 特に Yajaavalkya と の 諸 議論 (一 注 2) は 
その 現れ で ある 。JB は サー マン 崩 詠 を 担う Udgar 祭 官 着 の Samaveda 学派 に 
属す る が , その 第 1 巻 (Agnihotrra) は SB-M 第 11 巻 の Agnihotra 論 の 強い 影響 
下 に 成立 し て お り , 本 編 も その 一 例 で ある 。 

VadhAnv は Taittiriya 派 プ ブラ ー フ マナ (TS/TB 散文 ) を 補足 説明 する 形式 で 
成立 し た 祭 式 解釈 文 貢 で あり , 正規 の プラー フ マ ナ 文献 の 成立 に 少し 遅れ る と 
考え られ る 。 バラ モン 祭 官 に よる 祭 式 中 心 主義 の 保守 的 な 立場 に 立ち , 新興 諸 
学派 , 特に 同じ YV 学派 内 で Taittriya 派 に 変わ っ て 隆盛 し て いる Vjasaneyin 
派 に 対し , 祭 官職 を 巡る 競争 も 推測 され , 激しい ライ ヴァ ル 意 識 を 持っ て いた 
で あろ う 事 は 想像 に 難く な い 。 SB や JB を , 現在 伝承 され て いる 形 と 同一 で 
は な か っ た か も 知れ な い が 熟 知 し て お り , それ ら を 材料 と し て 利用 な いし 改作 
する こと に より , 対立 学派 の 主張 を 否定 し , 自 派 の 正当 性 を 主張 し た と 推測 さ 
れる 。 本編 (に お ける Vasaneya の 教 説 の 改作 と 否定 に は , Vadhala 派 の 抱く 
Vajasaneyin 派 へ の 敵対 的 な 競争 心 が 紅 わ れる 『"。 祭 官 に よる 祭 式 の 必要 性 を 否 
定 す る よう な 新 理 論 一 例え ば 「 呼 吸 し て いる 限り , Agnihotra を 貢 供 し て いる 
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(210) 阪本 (後藤 ) 純 子 


【SB-M/SB-K/JB と VadhuAnv と の 関係 】 


SB-M/ SB-KB VadhuAnv 

導入 部 

仔牛 三 思考 と 母 邊 三 言葉 を 繋ぐ 仔牛 が Agnmihotra の , A が 諸 祭 式 の 始ま り 

仔 和牛 思考 が 母 牛 三 言 葉 に 先行 JB/SB-K) : TB 引用 

の 2z6 三 縄 。 心臓 王 柱 QB/SB-K) 7 の gs5- と の yg- 等 。 供物 と 効果 の 議論 : TB 引用 
(@/gs- 一 yg の 72-, の yo- 王 yg の 6- (SB-M/-K) Agnihora と は て で ある : 

の y9- の 語源 解釈 (SB- K) 4 水 一 草 一 木 一 玄米 ・ 玄 麦 一 端 一 牛乳 

生乳 に よる 貢 供 は 子孫 と 家畜 を も た ら す 


Janaka 王 の 対話 者 


対話 ・ Yajmavalkya 
問答 歌 JB : Vajasaneya 


Janaka 主 の 質問 
SB-K/JB : 2. Sg. Optative 
SBIK 2 Sg. conditional 


対話 前 半 
「Agnihorra と は 何 か 」「 和 牛乳 で ある 」 
牛乳 一 米 ・ 麦 一 他 の 草 (SB-K 欠 ) 一 荒野 の 
エー 木 に 属す る 物 ・ 木 の 果実 (JB 欠 ) 一 水 


対話 後半 

Vajaavalkya の 最終 返答 殿 
Janaka 王 を 近 礎 ら せ 秘 密教 示 
Vajasaneya の 教 説 
ダ , 太陽 が 火 に , 朝 , 火 が 太陽 に 献 供 さ れ た 
gyg72 yg と gyeg (gzg. 付 き opt.) 


sgD の - が 57gg の 72- に 責 供 され た 原初 の 献 供 


27ygfgp6 SB-M/-K, gyg72 6 JB 


火 と 太陽 の 相互 献 供 の 提唱 (MS/TB/KB/JB) 


ど 


SB-M IL 3.1.80 JBI23 TB 還 1.2.9f SB-MH3.1.36 (批判 ) 
1 現実 の 対応 東 (推測 ) 


\ 


グ , 太陽 を 火 に , 朝 , 火 を 太陽 に 献 供 : 祭 詞 の 改作 


実 三 祭 詞 を zz4- に 献 供 (唱え る ) 


間 答 歌 
Sloka 4 詩 節 : 2zgs- と p72z6- に よる 解説 


726 が Agnihotra で ある (A を 支配 ・ 管 轄 する ) 
JB : 呼吸 し て いる 限り Asnihorra を 献 供し て いる 


Vajasaneya の 教 説 を 否定 


Se りー 


[究極 の Agnihotra」 を 巡る Janaka 土 と Yajmavalkya と の 対話 (211) 


こと に な る 」 一 は 最初 か ら 排 琴 さ れる 。 


SBJB グル ー プ は 対話 の 中 核 は 忠実 


に 残し な が ら も , 新興 の Prana 理論 に 影 


響 され , 呼吸 と いう 個人 の 日 常 活動 が Asnihora で ある と いう 革新 的 な 結論 に 


至る 。 他 方 , VaqhAnv は , 対話 を 換 骨 春 胎 し , 供物 の 種類 と 効果 , 責 供 方 法 


と いう , 従来 の 祭 式 議論 の 梓 内 に 収め , 保守 的 な TaitGiriya 派 の 伝統 を 固 持 す 
る 。「 究 極 の Agnihotrra」 を 巡る 対話 の 4 ヴァ ー ジ ョ ン か ら は , ブラ ー フ マナ か 
ら ウ パニ シャ ッ ド へ の 過渡 期 に お いて , 新旧 


状況 が 看 取 さ れる 。 


Rgveda (-Samhita) 


AV Atharyaveda(-Sarmnhita) [Saunaka 派 ] 


Tmantra 


IMaitrayani Samhita 


KpS Kapisthala-Katha- Samhita 


AB 
SadvimSaB 
SB 

-M 
VadhAny 
ChU 
SankhSrSn 
ManSrSn 
BaudhSrSu 
HirSrSa 
ApSrSan 


110 本 編 の 


Vajasaney1-Sammhita 
Aitareya-Brahmana 
Sadvimsa-Brahmnana 
Satapatha-Brahmana 
Madhyandina 派 
Vadhula-Anvakhyana 
Chandogya-Upanisad 
Sankhayana-Srautasutra 
Manava-Srautasutra 


Baudhayana-Srautasutra 


の 諸 思 想 が 交流 し 競争 する 活発 な 


SV Samaveda(-Samhita) 
YV Yajurveda(-Samhita) 
散文 (brahmana) 
KS Kathaka-Samhita 

TS Tanltiriya-Sarnhita 
TB 本 aittiriya-Brahmana 
KausB Kausitaki-Brahmana 


JB Jatminiya-Brahmana 


-K Kanva 派 


BAU Brhad-Aranyaka-Upanisad ' 


VarSrSn Varaha-Srautasutra 


BharSrSn Bharadvaja-Srautasutra 


Hiranyakesi-Srautasatra (Satyasadha-SrSu) 


Apastamba-Srautasatra 


KatySrSn Katyayana-Srautasutra 


直前 に 位置 する VaqhAnv II 12 に も 同様 の 現象 が 見 られ る (一 注 78)。 
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(212) 阪本 (後藤 ) 純 子 


The ultimate Agnihotra 
ーー SB-M X1 3.1, SB-K IT 1.4.JB 19f. VadhAnvy HL 13 一 一 


Junko SAkAworo-Goro 


The agnihotra, daily evening and morning offering of milk, is a lifelong duty of those who 
have set up the sacred fires. They are confronted with a difficulty ば no milk is found. What 
should be offered in this case? This problem seems to have become serious acCcOrding to the 
prevalence of this ritual among the Ksatriyas engaged in fights and expeditions. A dialogue on 
this question between King Janaka and Y 誠 mavalkya (Vajasaneya) is transmitted in four versions。 
which are divided as follows : 1 ) Satapatha-Brahmana (Madhyandina) XI 3.1. Satapatha- 
Brahmana (Kanva) II 1.4, Jaiminiya-BrahmanaI 19f.: 2 ) Vadhnla-Anvakhyana HL 13. The main 
difference between 1 ) and 2 ) consists in the way of Agnihotra in case that there is nothing to 
offer: 1 ) offering of the truth (practically the ritnal formula) into the faith, 2 ) offering the sun 
into the fre in the evening, the fire into the sun in the morning. The group 1 ) adds four stances 
of Sloka to the dialogue and concluds that the very breath is Agnihotra, while 2) rejects 
Vasaneya's teaching from the traditional and conservative view of the Vadhula Scool. 

A philological and comparative examination of the texts reveals the following points : 1 .the 
version of the SB-M is regarded as nearest to the original: 2 .yarious elements concerning the 
Vedic rehgion have been attached to the core of the text, i.e. the dialogue between Janaka and 
Y 紀 iavalkya (Vasaneya) : 3 . Yajnmavalkya's teaching in the SB/JB seems to have its orig1n in 
the myth of Prajapati MS 1 8,1 and KS VI 1 and that of Manu SB 1 8.1.7: 4 .The VadhAnv has 
remodeled the original dialogue in various points, above all, vajasaneya's last answer according 
to TB II1.2.9f. TBT22 and SB (M) II 9,1,36, so that V 還 asaneya teaches a manner of offering 
OpDosed to his own theory recorded in the SB. The vadhAny rejects furthermore this teaching in 
conclusion. Thus it is supposed that the VadhAny has intentionally transformed and utilized the 
dialogue in order to exhibit its superiority to the Vajasaneyin School (SB) with a strong sense Of 
rivalry against the ]atter. 8 
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